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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが発掘調査を

実施 した、北小屋屋敷遺跡の調査結果をまとめたものです。

北小屋屋敷遺跡は米沢市の北部、高畠町と隣接する窪田地

区に位置 しています。米沢市は古 くか ら城下町として発展 し

米沢盆地の中心地 として今 日に至 っています。

遺跡のす ぐ東を東北中央 自動車道(南 陽米沢 自動車道)が

走 り、田園地帯も大き くその様相 を変えつつあ ります。

この度、県営担い手育成基盤整備事業に伴い、工事に先立っ

て北小屋屋敷遺跡の発掘調査 を実施 しました。

調査では、古墳時代の周溝墓、土器棺墓、土坑墓、竪穴式

住居跡、中 ・近世の堀跡、掘立柱建物跡、井戸跡な どが検出

されました。

特に周溝墓を主 とする多様な墓形態が検 出された ことで、

置賜地方の古墳の成立過程などを知る貴重な資料を得 る事が

できました。

近年、高速 自動車道やバイパス工事、農業基盤整備事業、

その他開発が進み、これに伴い発掘調査 を必要 とする遺跡が

増加の傾向にあ ります。

埋蔵文化財は、祖先が長 い歴史の中で想像 し、育んできた

貴重な国民的財産 といえます。 この祖先か ら伝え られた文化

財 を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へ と

伝えてい くことが、私たちの重要な責務 と考えます。その意

味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及、学術研究、教育

活動などの一助となれば幸いです。

最後 にな りましたが、調査 にお いて御協 力いただいた関係

各位に心か ら感謝 申し上げます。

平成14年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



例 口

1本 書 は、県営担い手育成基盤整備事業(外 の内地区)に 係る 「北小屋屋敷遺跡」の発掘調

査報告書である。

2調 査 は置賜総合支庁産業経済部農村整備課の委託 により、財団法人山形県埋蔵文化財セ ン

ターが実施 した。

3調 査要項は下記の通 りである。

遺 跡 名

所 在 地

調 査 主 体

受 託 機 関

現 地 調 査

調査担当者

北小屋 屋敷遺 跡(DYZKG)遺 跡番 号J-495(米 沢 市遺跡 番号)

山形県 米沢市 窪 田町窪 田字 北小屋 屋敷

財 団法 人 山形県 埋蔵文 化財 セ ンター

平成13年4月1日 ～平成14年3月31日

平成13年5月7日 ～ 平成13年8月3日

平成13年10月15日 ～ 平成13年10月26日(水 路部 分)

調査 第一 課長

主任調査研究員

調 査 研 究 員

副 調 査 員

尻

坂

松

沼

野

黒

植

黒

侃

雅人

暁彦(調 査主任)

幹男

4発 掘調査及び本書を作成するにあた り、置賜総合支庁産業経済部農村整備課、置賜教育事

務所、米沢市教育委員会、米沢平野土地改良区等の関係諸機 関の協 力を得た。また、発掘調

査にあたって、土坑墓の剥ぎ取 りを松井敏也氏(東 北芸術工科大学)、遺跡の地理環境 を阿子

島 功氏(山 形大学)、 人骨の鑑定を大澤資樹氏(山 形大学)か らご指導 を賜った。比較資料

の実見 については、吉田博行氏(会 津坂下町教育委員会)、柳沼賢治氏 ・佐久間正明氏(郡 山

市埋蔵文化財発掘調査事業団)、吉田功氏 ・青山博樹氏(福 島県文化振興事業団)か らご協力、

ご指導 を賜った。 ここに記して感謝申し上げます。

5本 書の作成 ・執筆は、植松暁彦 ・黒沼幹男が担当した。編集は、佐竹弘嗣 ・須賀井新人が

担当し、全体 については野尻 侃が監修 した。

6委 託業務は下記の通 りである。

遺構の写真測量 ・実測

基準点測量

試料の理化学分析(土 壌分析)

木製品の保存処理

㈱国際航業

㈱寒河江技術コンサルタン ト

㈱パ リノ ・サーヴェィ

㈱吉田生物

7出 土遺物 ・調査記録類 については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管 してい
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凡 例

1本 書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は下記の通 りである。

SU… 墳墓 ・土器棺 墓

SK… 土坑墓 、土坑

SD… 溝跡 ・堀跡

EP… 遺構 内柱穴

RP… 土器 ・土製 品

P… …土器

ST… 竪穴住 居跡

SE… 井戸 跡

SP… ピ ッ ト

EK… 遺構 内土坑

RQ… 石製 品

S… …石

SB… 掘立柱建物跡

SG… 河川跡

SX… 性格不明遺構

EL… 遺構内炉跡

RM… 金属製品

W… …木

2遺 構番号は、現地調査段階での番号をそのまま踏襲 した。

3報 告書執筆基準は下記の通 りである.

(1)遺 跡概要図 ・遺構配置図に付す座標値は、平面直角座標系第X系 による。図中の方位

は座標北を示す。

(2)遺 構実測図は1/20～1/300の 縮尺で採録 し、挿図毎にスケール を付 した。なお、実測図

中の●は遺物の出土地点を表す。

(3)遺 物実測図 ・拓影図は、原則的に1/3を 標準 として採録 し、それ以外 の場合には個 々に

表示 した。種別 ・器種は遺物観察表に付 した。

(4)遺 物観察表中の計測値欄は、現存値を示す。()は 推定値、残存高である。出土地点

欄の層位では 「F」は遺構覆土内出土、「Y」 は遺構底面出土 を示 し、ローマ数字 「1～

IV」等は遺跡を覆 う土層(基 本層序)を 表 している。

(5)遺 物図版については、任意の縮尺とした。

(6)遺 物番号は、遺物実測図を基に遺物観察表 ・遺物図版 ともに共通 した ものである。遺

構挿図中に図示している遺物も同様である。

(7)遺 構覆土の色調の記載については、1999年 版農林水産省農林水産技術会議事務局監修

の 「新版標準土色帖」に拠った。



調査の経緯

1調 査の経緯

1調 査に至 る経過

北小屋屋敷遺跡は、米沢市北部の窪田地区に位置 し、米沢盆地を流れる最上川左岸の自然堤

防上の水 田地帯 に立地する。周辺 には数々の遺跡も確認されている。

今回の発掘調査は、県営担い手育成基盤整備事業(外 の内 ・窪田地 区)に 伴って実施 された

ものである。

本遺跡 は平成10年 度 に米沢市教育委員会によ り、字切 り図等 の検討か ら中世の約90rn四 方の

方形館跡 として遺跡登録(米 沢市遺跡番号Nα495)さ れた。

平成13年 度事業予定地区の うち、事業計画 と遺跡保護 の調整 に資す るため、平成ll年10月

6～7日 に県教育委員会による工事 区内の試掘調査が行われた。試掘調査では柱穴 ・溝跡な ど

の遺構や古墳時代の土師器などの遺物が検 出された。

しか し、米沢市教育委員会で登録された館跡の中世の遺構 ・遺物は確認 されず、それ以前の

古墳時代のものが検出されたため、古墳時代の集落跡 として再登録 されたものである。

調査結果をもとに関係機関による遺跡の取扱 について協議 を行い、現状保存の可能性や工事

施工方法な ども含 めた調整協議が行われた。その結果、事業区内について緊急発掘調査 を実施

して記録保存を図ることにな り、財団法人山形県埋蔵文化財センターが県の委託 を受けて発掘

調査を実施することになったものである。

2調 査 の経 過

現地 調 査 は平 成13年5月7日 か ら8月3日 、 及び 、10月15日 か ら10月26日 まで の2期 間 に

渡 って実施 した。調 査面 積 は遺跡 範 囲の うち事 業 に係 る約4,700㎡ で あ る。5月8日 に発 掘器

材 の搬入 、現地 事務所 の設 営な ど、発掘作 業 のため の諸準備 を した。

遺構検 出面 の深 さ等 を確 認す るため に試掘 を行 い、重機 を用 いて 表土 を除去 、併行 して面 整

理 を繰 り返 しなが ら、遺構検 出 ・マー キ ング ・遺 構登 録 ・遺構 精査 を行 った。 また、面 精査 の

段 階で 同溝墓等 の遺構 が検 出 され たた め検 出時 の空 中撮影 も行 い、土層 ベル ト等 を残 した。

遺構 の精査 に合わ せ、遺構 の平 面図 ・断面 図の作成 、遺物 の検 出 ・及 び登録 、写真撮影 、土

層注記等 の記録 作業 、遺物取 り上 げな どを行 った。6月13日 、8月2日 、10月25日 には空 中撮

影 による写真実 測 を行 った。

調査 区 を覆 う座標 は、基 準点 測 量 に よ る平 面 直角 座標 を設置 し、5m四 方 の方 眼(グ リ ッ

ト)を 設 定 した。南 北軸 は北か ら南 にアル フ ァベ ッ トによる記号 を、東 西軸 は西か ら東 にア ラ

ビア数字 による番号 を付 して、「A-1」 の よ うに表記 した。 方眼 の南北軸 は真 北 を表す 。

なお 、7月27日 に調査結果 を公 表 し、埋 蔵文化 財 に対 す る理解 と保 護思 想 の啓発 ・普 及 を 目

的 と して現地説 明会 を実施 し、8月3日 器 材 の撤 収 を行 って現 地調査 を終 了 した。

そ の後 、 整理 作 業 に入 り、遺 物 水洗 ・ネー ミ ング ・実 測 ・拓 本 ・トレース ・版 組 な どの作

業 、報告 書作成 を行 った。
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遺跡の立地と環境

II遺 跡の立地 と環境

1地 理的環境

本遺跡は米沢盆地のほぼ中央 にあ り、JR奥 羽本線高畠駅の南西約1.5kmの 国道13号 沿い、行

政的には米沢市 と高畠町の境界、米沢市窪田町にある。

米沢盆地の東部は奥羽山脈、南部は吾妻 山地、西部は笹野山地・玉庭丘陵、北部の南陽市と高

畠町は低 い山地 と丘陵地が 占めている。米沢盆地の広が りは東西約15km、 南北約23kmで ある。

中央部か ら北半部は平坦地で、北半部 には吾妻 山地 を源流 とする最上川(松 川)や その支流

の羽黒川 ・天王川(梓 川)・ 鬼面川等 によって形成 された扇状地群が広がる。

この遺跡は、米沢盆地を流れる最上川 と鬼面川の合流点に近い、両河川 に挟まれた地域にあ

た り、最上川によって形成された自然堤防(微 高地)に ある。遺跡東側約1.5kmを 最上川が北

流する。本遺跡の地 目は水田、畑地、宅地等である。その標高は218mを 測る。

遺跡西～北側の堀立川に沿って市町境界が弧をなすのは最上川の蛇行跡である。遺跡の立地

す る自然堤防やその中でも墳墓等が構築される一・段高い地形は、 これ ら最上川やその支流等の

河川によって運 ばれた土砂 により中洲状 に形成 された結果 と考 えられる。

遺跡東側のB区 では旧河川跡が検 出され、土層や出土遺物等か らは概ね古墳時代にはほとん

ど埋もれ きり、同時期 には低湿地を呈 していたと推測 される。

遺跡西側は、最上川左岸の氾濫原で 自然堤防が区切 られ、近世事業の「黒井堰」が北流する。

2歴 史的環境

米沢市内には約600を 超える遺跡が登録 され、本遺跡周辺 にも縄文か ら中世 に至るまで多 く

の遺跡が自然堤防上 に点在する。本遺跡の主体である古墳時代 の遺跡は約40遺 跡 を数える。

最上川 と鬼面川に挟まれた本遺跡周辺の古墳時代の墳墓 としては、本遺跡の南西約4kmに 宝

領塚古墳があ り、同前期の長軸長70rnの 前方後方墳である。米沢市教育委員会の試掘によ り周

濠や二段構築等が確認された。

更に、本遺跡の南側約2～3kmに 八幡塚古墳、窪田古墳が分布す る。特 に八幡塚古墳は本遺

跡 と同時期の同中期の直径約27rnの 円墳で、周溝等か ら遺物が確認 されている。

同時期の集落遺跡では、近年発掘調査が行われた南原遺跡、中里遺跡等があげられ、本遺跡

とほぼ同時期の遺跡群で ある。本遺跡南西約1.5kmの 南原遺跡は、同中期後葉の最 も新 しい時

期 とされ、竪穴住居が30棟 以上が確認され、古代の可能性 もあるが製鉄遺構 も検出された。

中里遺跡は、本遺跡か ら南に約2kmに あ り、同中 ・後期の竪穴住居跡が10棟 以上確認 され、

出土遺物の検討か ら福島県会津地方 との類似性を指摘 している。

一・方、本遺跡でも検 出された中～近世では、出土遺物が少な く時期 は特定されていないが、

本遺跡 に南接 して飯塚館跡がある。方形の主郭部が東西約80m× 南北約60m、 外堀まで含 める

と東西約170m× 南北約180mの 規模である。調査 は外堀の一部に限られるが、幅10m以 上の堀

が二重 に廻 り、曲輪や土塁、柵列跡等が確認されている。他 に前述、中里遺跡でも掘立柱建物

跡や溝跡か ら青磁や珠洲系 ・甕器系陶器が出土 したが、遺跡全体では判然としない。
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第3図 遺構配置図
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遺跡の概観と層序

皿 遺跡の概観 と層序

今回の北小屋屋敷遺跡の調査区は、遺跡範囲全体か ら見れば概ね遺跡の北半部 にあたる。北

小屋遺跡 は最上川西岸 に位置し、旧河川 に囲まれた中州状の自然堤防(微 高地)に 立地する。

調査区中の東側のB区 では旧河川跡(SG7)が 検出された。

A区 は遺跡の北半部にあた り、本遺跡の中で も最 も標高が高い。地 山層は砂礫層の上に灰黄

褐色シル ト層が堆積 している。A区 の中でも最 も標高の高い南東部分(標 高約219m)に 古墳時

代の大型の周溝墓(SU1・2)が 構築され、それよりやや低い中央～北西部分に中型の周溝墓(SU3・

4・5)が 構築されている。更に小型の土器棺墓や土坑墓がこれ ら周溝墓の外側、遺跡北西の最

縁部に構築されている。最 も高いSU1・2と の比高差は約0.4mを 測 る。

B区 はA区 の東側 に位置 し、標高ではA区 よ り一・段低い地形で、標高は約218mを 測 り、A区

との比高差は約1mあ る。前述の旧河川跡は本遺跡の東～北方向へ蛇行 し遺跡東 を区切 る。

C区 はA・B区 の南側にあ り、水田等の耕作で削平 を受けるが、標高はA・B区 の中間で約

218.30rnを 測る。古墳時代の竪穴住居(ST503・504・506)や 土坑等が検出された。

これ らを概括すれば、旧河川(B区)等 による自然堤防(微 高地)の 最 も高い部分に、古墳

時代の大型の周溝が構築され、その周囲に中型の周溝墓や土器棺墓 ・土坑墓か らなる墓域(A

区)が 形成され、その下位の地域 に墓域を囲む様 に集落(C区)が 営まれ る様相が窺える。

中～近世において も、最 も標高の高いA区 南東部に掘立柱建物跡や井戸跡群が確認され、そ

の周囲を方形状の堀跡で囲む様相が認められた。

基本層序は、1・H層 は現代の水田の耕作土 と床土で全ての調査区で確認され る。具体的に

は1層 が黒褐色粘質シル ト層(耕 作土)、II層 が暗褐色粘質シル ト層(床 土)、III層が砂質を挟

む粘土～シル ト層(中 近世の整地層)、IV層 がにぶい黄褐色微砂層(地 山)で ある。

II層は、基本的には現況 の水 田床土で、A区 南側でIIa～cに 細分 された。地元民によれば、

A区 は水 田以前は近年まで桑畑 として利用され、その際に土 を動か しているとの事であった。

全ての周溝墓の墳丘部もこの際に削平を受けている事が土層か ら判断された(第4・5図)。

皿層は、A区 南東部か ら南側にかけて地 山が落ち込む傾斜変換点の地域 を中心 に確認 され、

調査区南壁の出土遺物等か ら中～近世の整地層 と判断された。皿a～d層 に細分される。これは

中～近世の遺構群(館 跡)を 構築する際に、元来の地形や古墳時代の周溝墓等による凹凸地形

を均 した整地層と推測 される。整地層上面のレベルが中～近世の堀跡(SD11・46)に 主軸を併

行する掘立柱建物跡(SB600・601)等 の検出面 と同レベルである事か らも傍証される。

遺物の包蔵 される層準は、前述 したA区 南東部を除く全体 にわたってII層 下部より認め られ、

遺構の検 出面はIV層 上面である。A区 南東部では整地層上面で遺構の検出に努めたが、近年ま

での撹乱が著 しく判別 は困難で、III層中～下部か ら遺物の包蔵が認め られ、遺構の検出はIV層

上面である。

中～近世の堀跡 とその内部の掘立柱建物跡の間においては遺構が希薄であ り、逆説的に土塁

であった可能性がある(第3図)が 、今調査の土層等か らは確認できなかった。
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検出遺構

IV検 出遺構

本調査 で は、古墳 時代 の周溝墓5基 、土器棺 墓1基 、土坑 墓5基 、竪穴住 居跡3棟 、土坑4

基 、河川 跡1条 等が検 出された。 また 、中～近 世で は堀跡1条 、掘 立柱建 物跡2棟 、井戸 跡7

基 等が検 出され た。 以下 に古 墳時 代 と中～近世 の時代 毎の主 た る遺構 を中心 に概 述す る。

1周 溝墓

本遺 跡 で最 も標高 の高 いA区 か ら幅1.5～2mの 溝が 、長 さ約15～22mの 概ね 方形 状 に廻 る

周 溝跡 が5基 検 出された。規 模や 形状か ら水 田等 の耕作 によ り墳丘 部や主体 部 が削平 された 、

ほ ぼ方形 の墳 墓 の 周 囲 に廻 って いた周 溝 跡 と考 え られ た。 これ らは周 溝 の形 態がSU58を 除

き、周溝 断面形 が緩 やか なrU」 字 状 を呈 し、所謂 弥 生～古墳 時代 の 「方形 周溝墓 」 の周 溝 と掘

り方が 異な る。 また、明確 な墳丘等 も確 認で きな い事 か ら一・般 的 な 「方墳 」 と判 断す る まで に

も至 らなか った。一 方、全体 に周 溝の角 の一部 が浅 くな る等 の上記 の墳墓 との類 似性 も窺 え、

本 遺跡 で は全 て 「周 溝墓」 の名称 に留 め遺 構登 録 した。周溝覆 土 中か ら古 墳時代 中～後 期 の土

師器 の高圷 、圷 、壺 、甕が検 出されたが 、SU2を 除 き全体 に単 発的 な出土状 況で あ る。

他 にA区 南壁 西端 部でSD82と した溝跡 が検 出 され 、規模 や覆 土等 か ら、 同様 の周 溝墓 の一

部 とも推 測 されたが現 代 の削平 によ り判 然 と しなか った。

SU1周 溝 墓(第6・7図)A区 東 端1～M-14～18グ リッ ドに位 置 し、IV層 上 面 で検 出 さ

れ た。周 溝 西部 を切 られ るSU1の 次 に規 模 が大 きい。 周 溝 の南部 を近代 のSD6や 中～近 世 の

ピッ ト群 に壊 され て いる。周溝 の平 面形 は隅丸方 形 に近 く、南 北軸でN-9。-Wを 測 る。遺構

確 認面 での南 北軸 の外 法が19.lrn、 内法 が15.75m、 東西 軸 の外 法が 、18.75rn、 内法 が13.5rn

の規模 で ある。周溝 全体 で は外法 約19m内 外 の周溝墓 と推測 され た。

周 溝 の幅 は1.35～3.5mで 、確 認 面か らの深 さは12～26cmを 測 り、全 て の 周溝 角 で浅 くな

る。周溝 の 断面 形 は緩 やか な 「U」字状 を呈 し、底面 は平坦で あ る。 周溝覆 土 は大 き く3層 に大

別 され 、1層 が堆積 土 、2層 が周 溝 内側 崩 落土 、3層 が 周溝外 崩 落土 と推測 され、1層 が黒褐

色 土で 、他 は地 山土 を多 く含 み 、汚 れ た様相 を示す。

周溝 の床面や 直上 、覆土 下層か ら古墳 時代 中～後期 の土師器 の圷 ・高圷 ・壷 ・甕が 出土す る。

SU2周 溝 墓(第6・7図)A区 中央1～M-10～14グ リッ ドで 、、層上 面で検 出す る。最 も

規 模 が大 き く、東 西でSU1・3の 周溝 を切 る。周 溝 南部 をSD6、 中近 世 のSE23等 の井 戸 跡 、

ピッ ト群 に壊 され る。周 溝 の平面 形 は隅丸方 形 に近 く、南 北軸 はN-150-Wを 測 る。確 認面

での南 北軸 の外 法が 、21.05m、 内法 が16.05m、 東西 軸の外 法が 、20.25m、 内法 が17.25mの

規 模で あ る。周 溝全体 で は外 法約20m内 外 の周 溝墓 と推 測 された。

周溝 の幅 は確 認面 で 、1.5～4.5rnで 、確 認面 か らの深 さは10～36cmを 測 り、周溝 北東 ・南

西角が浅 な る。周溝 の断面 形 は緩 やか な 「U」字 状 を呈 し、底 面 は平坦 で あ る。周 溝覆土 は大 き

く3層 に大 別 され 、1層 が堆積 土 、2層 が 周溝 内側崩 落土 、3層 が周 溝外崩 落土 と推 測 され 、

1層 が黒 褐色土 で 、他 は地 山土 を多 く含 み、汚 れた様相 を示 す。周溝 覆土 上～ 中層か ら古墳 時

代 中～後 期 の土 師器 の圷 ・高圷が 出土す る。
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SU3周 溝墓(第8図)A区 中央～ 西部1～K-7～10グ リッ ドで 、IV層 上面 の検 出で あ る。

削平等 によ り周溝 北 西角 ・南東 辺 の検 出に留 ま る。SU1・2に 比 して 中型 で あ る。 周溝東 側 が

SU2の 周 溝 に切 られ 、周溝西側 を中～近世 のSD46堀 跡や 南側 をSD6に 壊 され る。

周溝 の平面 形 は概 ね 隅丸 方 形 と推測 され、南 北軸 はN-9。-Wを 測 る。 明確 な 周溝 の東西軸

は外法 が約14.25m、 内法 がll.25rnで 、判然 としな い南北軸 も周溝 北西 ・南東角 と周溝 幅 を考

慮 すれ ば、周溝 全体 で は外 法約14～15m内 外 の周溝墓 と推測 され た。

周溝 の 幅は確 認面 で、約1.2～2.Omで あ る。確認 面か らの深 さは5～9cmで あ り、他 の周溝

墓 に比べ 元来全体 に浅 い掘 り方 だった可 能性 もあ り、プ ラ ンと して検 出できな い周溝 北東 ・南

西角 も元 々浅 か ったため とも推測 で きる。周溝 の断面 形 は緩 やか な 「U」字 状 を呈 し、底 面 は平

坦 で あ る。周溝 覆土 は3層 に大別 され 、1層 が堆 積土 、2層 が周溝 内側 崩落 土 、3層 が 周溝外

崩 落土 と推測 され る。1層 が黒褐 色土で 、他 は地 山土 を多 く含 み 、汚 れ た様 相 を示す 。

周溝 の床面直 上か ら古墳 時代 中～後期 頃の土 師器壷 片の みが 出土 して い る。

SU4周 溝墓(第9図)A区 北西F～H-7～9グ リ ッ ドで、IV層 上面 の検 出。SU3と 同様 に

周 溝墓 中で は中型で あ る。 周溝北 西でSU58周 溝 を切 り、周溝 北側 は調査 区外 の撹乱 、 中央部

をSD11に 壊 され る。周 溝 の平 面 形 は ほ ぼ隅丸 方 形 と推測 され る。南 北 軸 はN-180-Wで あ

る。調査 区外 に延 びる南北 軸の外 法がll.5m以 上、 内法が9m以 上 、東 西軸 の外 法が13.5m、

内法 が10.6mの 規 模 で あ る。周 溝 北西 角等 か ら全 体 で は外法 約14m内 外 の周 溝墓 と判 断 され

る。周溝 の幅 は0.9～2.Omで ある。確認 面か らの深 さは2～20crnで 、周溝 南西角 で周溝 幅が狭

くな り、 プラ ン不 明瞭な北 東角 と合わせ て深 さ も非常 に浅 くな る。 周溝 断面形 は緩や かなrU」

字 状 を呈 し、底 面は平 坦で あ る。 周溝 覆土 は3層 に大 別 され、1層 が 堆積土 、2層 が周溝 内側崩

落 土 、3層 が周 溝外 崩落土 と推 測 され る。1層 が 黒褐 色土 で、他 は地 山土 を多 く含 み、汚 れ た

様 相 を示 す。周 溝覆 土下層 の 内面黒 色処 理の土 師器圷 のみが 出土 した。

SU5周 溝 墓(第10図)A区 西端H～K-4～7グ リ ッ ドで 、IV層 上面 の検 出で あ る。 周溝墓

全体 で は 中型 に属す る。周 溝西辺 でSD9溝 跡 を切 り、周 溝西側 は調査 区外 の撹乱 、周溝 南西角

をSD6に 壊 され る。

周溝 の平面 形 は隅丸 方 形で あ る。南 北軸 はN-26。-Wを 測 る。南 北 軸 の外法 が14.Om、 内

法 が10.8m、 東 西軸 の外 法が13.4m、 内法 が9.6mの 規模 で あ る。周溝 全体 で は外法 約14m内

外 の周 溝墓 と判 断 され る。周 溝 の幅 は確 認 面で1.2～2.4mで あ る。確 認 面か らの深 さは9～32

cmで 、周 溝北 東 ・南西 角で 浅 くな る。周溝 断 面形 は緩や か な 「U」字状 を呈 し、底面 は平 坦 で

あ る。周 溝覆 土 は3層 に大 別 され 、1層 が 堆積 土 、2層 が 周溝 内側 崩落 土 、3層 が 周溝 外崩 落土

と推測 され る。1層 が黒褐 色土 で 、他 は地 山土 を多 く含 み 、汚 れた様 相 を示す 。周溝 の床面直

上か ら土 師器圷 片 のみが 出土 して い る。

また、 本周溝 に切 られ るSD9溝 跡 は 、幅30cm前 後 の溝 跡でA区 西端 で本 周溝 西辺 にほ ぼ併

走 し、南 西 角で 屈 曲 し東 に延 び 、 中～ 近世 のSD46等 に途 中切 られ るが 、SU2・3周 溝 南 辺 の

外 側 を区画す る よ うに併走 し、検 出長約55rn以 上 を測 る。覆 土 中か ら土 師器 甕片 が 出土 す る。

SU58周 溝墓(第9図)A調 査 区北端F-6～7グ リッ ドで、IV層 上面 の検 出で あ る。 溝跡 の
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検出遺構

規模や角で屈曲する形態等か ら周溝墓の一部 と判断 した。周溝墓全体では小型で、周溝南辺を

SU4周 溝 に切 られ、SU156土 器棺墓、土坑墓 としたSK59を 切る。周溝の北側大半は調査区外

の撹乱 に壊される。

周溝の平面形 は、周溝北半を撹乱で壊 されるが、直線的な周溝南辺やほぼ直角に屈曲する南

西角か ら概ね方形を基調 とする事が窺える。規模 は、周溝が途切れ る南辺東端部 を他の周溝墓

にみ られる周溝角の浅い部分(南 東角)と 判断され、既 に明らかな南西角 との直線距離か ら周

溝全体では外法約7m以 上を測ると考え られる。南北軸はN-26。-Wを 測 る。

周溝の幅は確認面で0.6～0.9rnで 他の周溝墓に比べ狭い。確認面か らの深 さも26cm前 後をを

測 り、南東部でやや急斜 して立ち上がる。周溝断面形は逆台形状を呈 し、底面は平坦である。

周溝覆 土は2層 に大別され、1層 が堆積土、2層 が周溝崩落土 と推測 される。1層 が黒褐色土

で、2層 は地山土を多く含み汚れた様相 を示す。遺物はSU156の 土師器壷片が若干出土 した。

2土 器棺墓

A区 北西端部で土坑内に大型の壷 を埋設 し、小型壷の底部を蓋 として利用す る土器埋設遺構

が1基 検 出された。壷内に赤色顔料が堆積 してお り、形態か ら「土器棺墓」として遺構登録 した。

SU156土 器棺墓(第11図)A区 北西端のF-6グ リッドに位置 し、IV層 上面の検出である。

北東側をSU58に 切 られ、土器棺である大型壷の体部上面の1/3が 既に壊される。

土器棺墓の平面形は、土器棺 とほぼ同規模 の長軸(東 西)約65cm、 短軸(南 北)約50cm前

後、確認面か らの深 さ約25cmの 小判形の土坑内に、器高70cm以 上で体部最大径50cm程 の大型の

土師器壷が土器棺 として斜～横位 に埋設 され る。また、大型壷 の口径約20cmの 複合 口縁部に

は、上半を欠いた器高残存長約14cm、 体部径約23cmの 小型の土師器壷の底部付近 を逆さにし再

利用 した蓋が 口縁部を覆 う様 に被せ られる。大型壷の長軸はN-670-Wを 測 る。

大型壷 内の底面か らは赤色顔料が厚さ約5cm程 に堆積 し、人骨等は認められない。上層の灰

黄褐色シル トは土器倒壊時等の混入土 と推測され、埋土は地山土類似 の黄褐色シル トである。

3土 坑墓

A区 北西端F～G-5～6グ リッ ドの約10mの 範囲に、円形や楕 円形の長 さ約60～90cmの 同形

態 の土坑跡がまとまって5基 検出された。その内のSK12・14か らは人骨片、土師器小片が出

土 し、全体 に分布状況や覆土の類似か ら「土坑墓」群 と判断 した。他 に遺物は未検出である。

SK12土 坑墓(第11図)A区 のG-6グ リッドで、IV層 上面の検 出である。検出時か ら骨片

が確認 され、平面形は楕 円形で長軸が61cm(南 北)、 短軸が42cm(東 西)を 測 り、確認面か ら

の深さは13cmを 測る。断面形は緩やかな 「U」字状を呈 し、底面はほぼ平坦である。覆土は2層

に大別 され、上層が褐灰色粘質シル トで、下位 に人骨片が不規則に出土 し、炭化物も微量に出

土する。下層は地山土に類似 した灰黄褐色砂質シル トで、骨片を粒状に僅かに含む。

SK13土 坑墓(第11図)A区F-5～6グ リッドに位置する。IV層 上面の検 出である。平面

形 は楕 円形で、長軸が101cm(南 北)、 短軸が66cm(東 西)を 測 り、確認面か らの深さはllcmを

測 る。断面形 は緩やか な 「U」字状を呈 し、底面 はほぼ平坦である。覆土は2層 で、SK12同

様、上層が褐灰色粘質シル トで、下層は地 山土 に類似 した灰黄褐色砂質シル トである。
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検出遺構

SK14土 坑墓(第11図)A区F-5グ リ ッ ドで、IV層 上面 の検 出で あ る。西側 をSK15に 切

られ る。平 面形 は ほ ぼ円形 で、長 軸が85cm(東 西)、 短 軸が63cm(南 北)を 測 り、確 認 面か ら

深 さは12cmを 測 る。 断面形 は緩や かな 「U」字状 を呈 し、底面 は ほぼ平坦 であ る。覆土 は2層 に

大 別 され、上 層 は黒褐 色粘 質 シル トで骨 片 を概 ね含 まず、下 層 はにぶ い黄褐 色 シル トで平面 中

央 部 に人骨片 が密集 して確 認 され 、 同一・レベル で微細 な土師器 片が 出土 した。

また 、SK14を 切 るSK15も 形態 や規模 、覆土等 の類似 か ら土坑墓 と推測 され 、平面形 は ほぼ

円形 で長軸 が90cm(南 北)、 短軸 が62cm(東 西)を 測 り、確 認面 か らの深 さは33cmを 測 る。 断

面 形 は 「U」字状 を呈 し、底 面 はほぼ平坦 で ある。覆土 は2層 に大別 され 、上層 は地 山に近 いに

ぶ い黄褐 色 シル ト、下層 はSK14上 層 に類似 す る黒褐色 粘質 シル トで、地 山塊 を含 む。

SK59土 坑墓(第11図)A区F-6グ リッ ドに位置 し、IV層 上面 の検 出で ある。東 をSU58に

切 られ る。平面 形 は ほぼ 円形 で 、長軸 が約96cm(東 西)、 短 軸が83cm(南 北)を 測 り、確 認面

か らの深 さは18cmを 測 る。 断面形 は緩や かな 「U」字状 を呈 し、底面 は ほぼ平坦 であ る。覆土 は

2層 で 上層が褐 灰色粘 質 シル トで 、下層 は地 山土 に類似 した灰 黄褐 色砂質 シル トで ある。

4竪 穴住居 跡

幅約2mのC区 北 半部で 、現農道 による削平 を受 けた竪穴住 居跡 が3棟 検 出された 。全て方

形 を基調 と した一辺 約3～4mの 規 模 と考 え られ、古 墳時代 に帰属 す る。

ST503竪 穴住 居跡(第12図)C区 北側Q-18～19グ リッ ドで 、IV層 上面 の検 出で ある。東

側 は調査 区外 に延 び、調査 区東壁 の土層 か ら床 面や壁等 は削 平 され 、貼床 下部 のみ の検 出で あ

る。平面 形 は方 形 を呈 し、検 出長 で3.3m以 上 を測 る。南 北軸 の方位 はN-49。-Eで ある。

削平 によ りカマ ドや壁等 の形態等 は不 明だが 、床 は確 認面 か らで 約24cm以 上 の 白色粘 土 を含

む褐 灰色 微砂 の貼床 で 、南 西 角 に貯蔵 穴 下部 と推定 され た直径40cm前 後 のEK1が ある。EK1

底 面か ら土師器 圷が 正位完 形で 出土 した。

ST504竪 穴住 居 跡(第12図)C区 北 側S-1グ リ ッ ドで、IV層 上面 の検 出で あ る。東 西 で

調 査 区外 に延 び 、SK509を 切 り、南 西部 で現 代 の フ ラス コ状 の撹 乱 に壊 され る。 平 面形 は方

形 で、検 出で き る南 北軸 は3.4mを 測 り、概ね 一辺3.5m前 後 の規模 と推測 され る。南 北軸 の方

位 はN-560-Wで あ る。床面 は ほぼ平坦 な グ ライ化 した粘 質土 の貼 床で 、壁 はやや急 斜す る。

確 認面 か らの深 さは24cmを 測 る。 床面南 西部で 直径約40cmの 焼土 の広 が りを確認 した が、カ マ

ド袖部等 は未検 出で 、調査 区外 に延 び る事 もあ り判然 と しな い。床 面 を主 に多 くの遺物 が 出土

し、土 師器有段 ・無段 の圷 、甕片等 が 出土 した。

ST506竪 穴 住居跡(第13図)C区 中央 部U-18～19グ リッ ドに位 置 し、IV層 上面 の検 出で

あ る。北 辺 がSD507に 切 られ 、 東側 が調 査 区外 に延 び る。 調査 区東壁 の土層 か ら削平 され た

貼 床部 と判 断 され た。平 面形 は方 形 と推 定 され 、検 出長 南北軸 は2.8m以 上 を測 る。南 北軸 の

方 位 はN-10-Wで あ る。削 平 によ り規模 等 は不 明 だが 、床 は確認 面 か らで約12cm以 上の炭

化 粒 を若 干含 む汚れ た褐灰 色粘質 シル トの貼床 で ある。貼床 土や底 面か ら黒 色処 理 された土 師

器 無段 の圷 、壷 片等 が 出土 した。
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検出遺構

5土 坑跡

土坑 は主 にC区 の竪穴住 居跡 に近接 して検 出され た。 出遺 物等か ら古墳 時代 に所属す ると推

定 され 、主 な もの を概 述す る。

SK505土 坑跡(第12図)C区R-18グ リッ ドに位 置 し、IV層 上面 の検 出で あ る。 東側 が調

査 区外 に延 び る。平 面形 は 円形 と推測 され 、南 北 の直径196cmを 測 る。底 面 は平 坦 で確認 面 か

らの深 さは23cmを 測 り、壁 はやや急 斜す る。覆 土 は2層 に大別 され 、主 に褐 灰色 粘質 シル トの

下 層で遺 物や炭 化粒 を多 く含 む。 土師器 の無段 圷、高 圷脚部等 が 出土 した。

SK509土 坑跡(第12図)C区S-18グ リッ ドに位 置 し、ST504貼 床下 で確 認 され た 。東側

が調査 区外 に延 び る。平面 形 は楕 円形 と推 測 され、検 出長で47cm以 上 を測 る。底 面 はほ ぼ平坦

で、確 認 面 か らの深 さは20cmを 測 り、壁 は緩 や か に立 ち上 が る。覆 土 は灰 黄褐 色 粘質 シル ト

で、底面 か らほ ぼ完 形で土 師器壷 が逆位 、甕が横 位で 出土 した。

6落 ち込み 状遺構

主 にB区 の 旧河川 跡周辺 か ら浅 い土器 溜 ま り状の落 ち込 み状遺構 が検 出 され た。主 な ものを

記 す。

SX73落 ち込 み遺構(第13図)B区R-22グ リッ ドで、IV層 上 面 の検 出で あ る。東側 を一部

SD56に 切 られ る。 平面 形 は長 い不整 楕 円形で 、長 軸が256cm、 短軸 が72cmを 測 る。底面 はほ

ぼ平坦 で確認面 か らの深 さ10cmを 測 り、壁 はや や急斜 す る。 覆土 は グライ化 した褐灰色 シル ト

で、土 師器圷 、高圷脚 部片 が 出土 す る。

また 、南接 してSX74落 ち込み遺構 も検 出され、平 面形 は不整楕 円形 を呈 し、長軸 で265cm、

短 軸135cmを 測 り、確 認 面 か らの深 さは4cmで ある。 覆 土 はSX73と 同質 で 、底 面 か ら土 師器

圷 ・甕片 が 出土 した。

SX53落 ち込 み遺構(第3図)B区N～ ○-19～20グ リ ッ ドで 、IV層 上面 の検 出で ある。 西

側 が調査 区外 に延 びる。平 面形 は不整形 で、長 軸が450cm以 上 、短軸 が400cmを 測 る。底 面 はや

や 凹 凸が あ り、確認 面か らの深 さ10cm前 後 を測 り、壁 は緩や か に立 ち上 が る。覆 土 は地 山土 を

紋 状 に含 む褐灰 色 シル トで あ る。 底面か ら土師器 壷が横 位で 半完形 で1点 出土 した。

7河 川跡(第13図)

B区 東 半 のSG7河 川跡 で 、南北 に蛇行 し、IV層 上面 で検 出 され る。南側 でSX54に 切 られ る。

河 川幅 は5～llmを 測 り、確 認面 か らの深 さは10～25cmを 測 る。 断面形 は緩 や かなU字 状 を呈

し、底面 はほぼ緩や かで ある。堆積 土 は黒 褐色粘 質 シル トの炭化粒 や有機 物 を微 量 に含 む泥炭

層で あ る。遺物 は未検 出で あ るが、併 走す る幅10cm前 後 のSD56溝 跡 か ら古 墳 時代 の土 師器圷

が 出土す る事 か ら同時期 の河 川跡 と考 え られ る。

また 、SG7の 一・部深堀 トレンチ を行 った所、本 遺跡 の地 山 を形成す るIV層 下 に、有機 物や 自

然木 を含 む灰黄 褐色砂 層が 認め られた。砂 層 は確 認面 か ら約50m下 で検 出 され 、最 も厚 い部分

で50cm以 上堆積 し、古 墳時代 以前 の河川 の両端 は更 に東西 に広 が る様相 が窺 えた。河川 は古墳

時代 には概ね埋 り切 り浅 い凹地状 と して 残 り、泥 炭層 が形成 され 、低 湿地 状 を呈 した と推測 さ

れ る。

一14一



検出遺構

第6図SU1・2周 溝 墓
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検出遺構

第8図SU3周 溝墓
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検出遺構

第9図SU4・58周 溝 墓
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検出遺構

第10図 SU5周 溝墓
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検出遺構
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検出遺構

第12図 ST503・504竪 穴 住 居 跡 ・SK505・509土 坑 跡
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検出遺構

第13図 ST506竪 穴住居 跡 ・SX73・74落 ち込み 状遺構 ・SG7河 川跡
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検出遺構

8堀 跡 ・溝 跡

A区 北部 と西部で 幅2.5m前 後 の東 西 ・南 北方 向の溝跡 が2条 検 出 され た。規模 や形態 が ほぼ

同一で 、北西 で ほぼ直交す る事 、周辺地 形や 出土遺物等 か ら所 謂 「方形 居館」に関わ る一 辺50m

前後 の堀 跡 と判 断 され た。 南 と東 は調 査 区外 に延 び 未検 出だ が、 内部 に掘 立 柱建 物跡 や 井戸

跡 、溝 跡等 が検 出 され る。特 に数 条確 認 された溝 跡 の 中でSD50溝 跡 は、検 出位 置や 規模 、 出

土 遺物 か ら堀跡 と関連 した区画溝等 が推測 され た。 また、全体 に堀 跡 の内側 約5～9mの 範 囲

は遺構 が希薄 で、調査 区壁等 の土 層か らは確認 で きなか ったが、土 塁 の存在 も窺 え る。

SD11堀 跡(第14図)A区 北 半、F～1-ll～18グ リ ッ ドに位置 す る。 東 西方 向 に延 びA区

北東端 で屈 曲 し、東 西 で調 査 区外 に延 び る。 現 況水 田畦 畔 と併 行 し、 全体 に北側 を削平 され

る。堀跡 の一辺 は、検 出長 で東西 約36m以 上 を測 るが 、削平 によ り壊 された北 西角 はほ ぼ直交

す るSD46堀 跡 の延 長 線か ら、 北東角 の屈 曲部 と合 わせ て一・辺約50m内 外 と推測 され る。東 西

軸 の方 位 はN-740-Wで あ る。堀 幅約2.1～2.5m、 検 出面 か らの深 さ36～40cmを 測 る。 断面

形 は緩や か な台 形状 を呈す る。覆 土 は上 層が黒褐 色微砂 、下 層が褐灰 色微砂 層 で小礫 を含 む 。

遺 物 は上層か ら近世 陶磁 器 の碗 、鉢 、播鉢 、下 層上位 か ら内耳土鍋 片等 が出土す る。

SD46堀 跡(第14図)A区 西半 のF～M-7～9グ リッ ドで、南 北方 向 に延 び、 南北端 は調査

区外 に延 び る。 南北 軸 の方位 はN-17。-Eで あ る。 堀幅 は約2.Om前 後 を測 り、一部 内外 に堀

幅が5.4m強 に広 が る部分 が あ る。 北 半部 で はSD46堀 跡 に併 行 して東 側 に浅 い溝 跡 が併 走す

る。確認 面か らの深 さは55cm前 後 を測 る。断面 形 は緩 やか な台形状 を呈す る。覆 土 は上層が褐

灰 色微砂 で小礫 を多 く含 み、下層 が暗褐 色粘質 シル トの泥炭 層で あ る。遺 物 は上層か ら近世 陶

磁 器 の碗 、鉢 、播鉢 片、下 層上位 か ら珠洲 系 陶器 の甕 片、 内耳土鍋 片が 出土す る。

SD50溝 跡(第16図)A区N-15～17グ リッ ドで あ る。IV層 上 面 の検 出で 、A区 南壁 土 層

か ら近世 整地 層のIII層 よ りも明 らか に下位 で ある。東 ～南方 向 に轡 曲す る溝跡 で、両端 が更 に

調 査 区外 に延 び る。溝 幅 は2rn前 後 で 、確 認面 か らの深 さは30cmを 測 る。断面形 は緩や かなU

字 状 を呈 し、覆 土 は褐 灰色 シル トで小礫 を多 く含 む。 覆土 中よ り内耳土塙 が 出土 す る。

9掘 立柱建 物跡 ・柱列 跡

A区 中央 、南 半で 小規模 な柱穴 で構成 され た建物や 柱列が 、概ね堀 跡 と直交 、並行 して3棟

検 出された。 この他 にも ピッ ト群 が確認 され たが積極 的 に建 物 とす るまで には至 らな か った 。

SB600掘 立 柱 建 物 跡(第15図)A区 北 側H～1-9～llグ リ ッ ドに位 置 す る。 梁 行3.7m

(約役12尺)、 桁行7.4rn(約25尺)を 測 る1間 ×3間 の建物 跡で あ る。柱 間距離 は2.2～3.7rn

で 、長 軸 方位 がN-710-Wで あ る 。柱 穴 の 平 面形 は 円形 を基 調 に全 体 に小規 模 で 、 径14～

82cmを 測 り、確 認面 か らの深 さは5～32cmを 測 る。建 物南側 にSB600に 並行 す る3間 以 上 の 目

隠 し塀 と推測 され る柱穴列 も検 出され た。覆土 は黒褐 色 シル トで 、遺 物 は未検 出で ある。

SB601a・b掘 立 柱建 物跡(第15図)A区 南側L～N-10～13グ リ ッ ドに位置 し、南側 が調

査 区外 に延 び る。梁 行8.5m(約28尺)以 上 、桁行13.7m(約46尺)を 測 る3間 以 上 ×5間 の

建 物跡 で あ る。柱 問距 離 は1.7～3.2mで 、主軸 方位 はN-670-Wで ある。 柱穴 の平 面形 は 円

形 を主 と し、 径 は28～76cmを 測 り、 確 認 面 か らの 深 さ は12～42cmを 測 る 。 建 物 西 側 に は

一26一



検出遺構

SB601aに 併行 す る柱 間が長 い2間 以 上 の 目隠 し塀 等 と考 え られ る柱 穴列 が検 出 され た 。覆土

は砂 を含 む黒褐 色 シル トで 、遺物 は未検 出で ある。

また、SB601a掘 立柱 建物跡 と同位 置 で検 出 され 、重 複関係 にあ るSB601b掘 立柱建 物跡 は、

南 側 が調 査 区外 に延 び るが 、梁 行5.7m(約19尺)以 上 、桁 行14.5m(約48尺)を 測 る。3間

以 上 ×5間 の規 模 で 、主 軸 方位 がN-780-WとSB601aよ りやや 西 に傾 く。 柱 間距 離 は2.4～

3.6mで あ る。柱穴 の平面 形 はほ ぼ 円形 を呈 し、径 は28cm～60cmを 測 り、確 認面 か らの深 さは

20cm～41cmを 測 る。建 物 西側 にはSB601bに 併 行す る柱 間 が 同規 模 の2間 以上 の 目隠 し塀 等 と

推 測 され る柱穴 列 も確 認 された。 覆土 はSB601bと 同質 で、遺物 は未検 出で あ る。

SB601a・bの 両建 物 は、 同規 模 で建物 西 側 に 同様 の 目隠 し塀 を持 つ事 等が 類似 し、新 旧は

判 然 としな いが、建 て替 え等 が行 われ た もの と推 定 され る。

10性 格不 明遺構

A区 北 半 のSD11堀 跡 南側 に隣 接 して 大形 で不 整形 な溝 状 や土 坑状 の遺 構 が検 出 され た。規

模 や形態 か ら一般 的な溝跡 や土坑 跡 には当た らず性格 不明遺構 と して登録 した 。覆土 が堀跡 上

層 と類似 し、遺 物か らも近接 した時期や 関連性 が推定 さる。

SX33性 格不 明遺構(第16図)A区G～J-13～15グ リッ ドに位置 し、SD11堀 跡 を切 る。平

面 形 は不 整 の溝 状 を呈 し、検 出長 で 灼18m、 幅 はSD11堀 跡 付近 で約6m、 突端 部 が約2.5m

前後 を測 る。 中央部 で東側 に屈 曲 し、突端 部 に向 けて 幅が狭 くな り収束す る。 断面形 は全体 に

緩 やか で、底面 は平坦 で あるが 、中央部 は一段 高 い台地 状 を呈す る。覆土 は地 山 に類似 した汚

れた にぶ い黄褐 色細砂 で 、近世 陶磁 器 の鉢、播 鉢等が 出土す る。

SX51性 格 不明遺 構(第16図)A区H-15～16グ リッ ドに位 置 し、SD11堀 跡 を切 る。平面

形 は不 整方 形 で、 長軸 が420cm、 短軸 が380cm以 上 を測 る。 断面 形 は緩や かなU字 状 を呈 す る

が、底 面 中央部 に弧 状 に浅 い凹地 が廻 る。 覆i土はSX33と 類似 し、底 面 凹地 か ら近世 陶磁 器 の

碗 、皿 、播鉢等 が 出土す る。

11井 戸跡 井戸 跡 はA区 南 半 を主 に検 出 され 、分布状 況か ら南 中央 部(SE23・37・38)、 南

東 部(SE39・40・42・64)等 に大別 され る。 これ らは 素掘 り井戸 を中心 に、 井戸枠 や 石組 を有

す るものが各1基 確 認 され 、上記3～4基 が ま とまって検 出 され た。主 な ものを記す 。

SE39井 戸跡(第17図)A区M-14～15グ リッ ドで検 出され、平 面形 は ほぼ円形で あ る。長

軸 が154cm(東 西)、 短軸 が138cm(南 北)を 測 り、確 認 面か らの深 さは48cmを 測 る。井戸 枠 は

側 面及 び底面 に板材 が用 い られ る。断面 形 は井戸 枠部 は垂直 に立 ち上が り、 開 口部で緩 やか 開

く。覆土 は黒褐 色微砂 ～ シル トで 、 出土遺 物 は未検 出で ある。

SE23井 戸跡(第18図)A区L～M-12～14グ リッ ドで、SD6に 切 られ る。 上部 削平 に よる

石 組 井戸 の下部 と判 断 した。 南 西部 の 開 口部 は楕 円形 で径 は50～70cm、 確 認 面か らの深 さは

20cmを 測 る。 開 口部 周 囲の石組 は平面 ほ ぼ 円形 で、 径約1.8mに 河 原 石が 白色粘 土 と共 に敷 き

つ め られ る。掘 り方 は 円形 を基調 に径 約2.8m前 後 を測 る。 開 口部覆 土 は地 山土 をブ ロ ックや

斑 に含 む黒褐色 シル トで ある。 また、 開 口部か ら石組 東側 の幅約50cm程 の溝 跡 に石組 を介 して

接 合す る。石組 や掘 り方か ら近世 陶磁器 の碗 、皿 、播鉢 、石 臼等が 出土 した。
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第14図 SD11・46堀 跡
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検出遺構

第16図 SD50溝 跡 ・SX33・51性 格不 明遺構
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検出遺構

第17図 SE39・40・42・64井 戸 跡
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第18図 SE23・37・38井 戸 跡

一32一



出土遺物

V出 土遺物

本遺跡か ら出土 した遺物は整理箱にして約32箱 である。 これ らは古墳時代 と中近世の遺物に

大別される。古墳時代 は周溝墓や竪穴住居、土坑か ら主に古墳時代前 ・中～後期の土師器が出

土 し、土坑墓か らは骨片 も出土 した。中近世 は堀跡や溝跡等 を主に中近世陶磁器、古銭、砥

石、石臼が出土 した。また、調査区内に中世板碑が1基 建っていた。他に古代の須恵器片が僅

かに出土 した。以下 に出土遺物について時代毎 に概述する。

1古 墳時代の土器

古墳時代の遺物は本遺跡の主体である周溝墓や土器棺墓の墓域、竪穴住居や土坑等の居住域

か ら同中期後葉 を中心とした所謂 「南小泉式に後続す る」土師器等が出土 し、前者の一部が若

干古い様相を示す。最 も出土量の多い圷類 は、 口縁部が ・体部が内湾するもの(A類)、 口縁

部が小さく外傾するもの(B類)、 口縁部が大 きく外反するもの(C類)、 口縁部が屈 曲し、内

傾 ・直立す るもの(D類)、 口縁部が直立気味に外傾、直立、内蛮する有段の もの(E類)、 口

縁部が外反 し、 口縁部 と体部 の境に稜を有するもの(F類)に 大別 される。D・E類 は須恵器

模倣 と考 えられ、次期 に主体 のF類 と共に新相であろう。更 に底部形態によって窪底(1類)、

扁平な平底風丸底(2類)、 丸底(3類)に 細分される。以下に圷類 を中心に主な遺構毎 に概

述 し、その他器種については特徴的なものを列記する。

SU1周 溝墓出土土器(第19図)周 溝墓群の中では最 も多 く土器が確認 され、周溝の西辺を

除 く床面直上を中心 に出土 したが、大半が小破片で出土 したため実測可能な ものは少ない。

圷 ・高圷 ・甕片が出土した。

圷はB～D類 が出土 し、19-3は 口縁部内面に弱い稜 を持つC類 で、 口縁部内外面ハケメ、体

部 内外面ミガキを施す。19-2は 半球状の体部のB1類 で、 口縁部は内面が肥厚 し僅かに外傾す

る。内外面ミガキである。19-1はD3類 で 口縁部屈曲 し内傾す るタイ プで、須恵器模倣 と考え

られる。口縁部横ナデ、体部はミガキ調整で、特 に外面は幅広 のミガキを施す。

高杯(19-4)は 杯部のみ出土 し、直線的に大き く開 く形態で杯部下端 に稜 を有す る。外面

は細かなミガキ調整で、内面はハケメ痕跡が残る。

甕は小型(19-5)、 中型(19-6)が 認め られ、球形や球形 に近い下膨れす る器形と判断さ

れ る。両者 とも口縁部は横ナデ、体部外面は19-5は ハケメの後に散発的にミガキ、19-6は 体

部上半全体にケズ リの後、ミガキ を施す。19-7は 甕 口縁部片で、内外面ハケメを施 し、口唇部

をやや引き出す。19-8・9は 底部片で底径7cm前 後 を測 り、内外面ナデやハケメ調整である。

時期は一部床面の高杯や甕の器形か ら同中期中葉頃と判断され、構築時代を表わす ものであ

ろう。他の圷類 は全体 にこれより新相で同中期後葉～後期初頭 に至 る過渡的な土器群 と推測さ

れ、19-1・2は 完形単品で正位出土す る事から古墳祭祀等 に関わるものとも推測 され る。

SU2周 溝墓出土土器(第19図)周 溝 の重複関係か らSU1・3を 切る周溝墓で、覆土中よ り

土師器小片が散見された。圷 ・高圷 ・須恵器片が出土 した。

圷(19-10)はC類 で、口縁部が肥厚 し、内面の屈曲部に稜 を作出する。内外面ミガキを施
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出土遺物

す 。19-llは 中空 の高圷脚 部の裾 部 と推測 され た。19-12は 須恵器 片で 小破片 のた め器 種が判

然 と しな い。 出土位 置等か ら中近 世の撹 乱 によ り調査 区で若干 散見 され る古 代 の須恵器 が混入

した可能 性が あ る。 全体 的 には圷 の肥厚 す る 口縁部や 中空柱 状 の可 能性 のあ る高圷脚部 か ら同

中期後葉 ～後期 初頭 の土器群 と判 断 され る。

SU3周 溝墓 出土 土器(第19図)周 溝床 面か ら中型 の壷(19-13)の 体部 片が1点 出土 した。

外 面 は ミガ キ、 内面 はケ ズ リを施 す。体 部球形 で あろ う器形 か ら同前～ 中期 頃 として お く。

SU4周 溝 墓 出土 土器(第19図)周 溝床 面 直上 の覆土 か ら圷(19-14)片 が1点 出土 した 。

内面黒色 処理 され たF類 で 、やや扁 平で 小振 りの圷で 、体 部外 面 は不 明瞭 なケズ リを施す 。

時期 は 口縁部 と体 部 の境 の稜 が器 高 中位 と考 え られ る事 や黒 色処理 の技法等 か ら同 中期 末葉 ～

後 期初頭 で も後 者 に近 い段 階で あろ う。

SU5周 溝墓 出土 土器(第19図)周 溝床 面か ら圷(19-15)片 が1点 出土 した。扁平 で器 高

の低 いA類 で内外 面 ミガキ調 整で 、外面体 部下 端 はケ ズ リの後 ミガキが 施 され る。時期 は扁平

で丸 底 で あろ う器形 か ら同中期後 半頃 と考 え られ る。

SU156土 器 棺墓 出土 土器(第20図)SU156土 器 棺墓 か らは 口径20cm、 器 高 約53cm、 最大

径42cmの 大 型 の複合 口縁 の土 師器壷(20-1)と 、壷 口縁部 に蓋 と して転 用 され る最 大 径23cm

の 中型 の土 師器壷 下 半部(20-2)が 斜 位 で 出土 した 。20-1は 外 面全 体 に幅広 の ミガ キ を施

し、 内面 は摩滅 が著 し くケズ リ痕跡 が一・部認 め られ るのみ で ある。20-2は 内外 面ハ ケメ調 整

を施す 。 時期 的 には20-1の 丁 寧 な作 出の複 合 口縁形態 、や や下 膨れ 状 の体 部 形か ら同前期後

葉 と比定 され る。

ST503竪 穴 住居 跡 出土土器(第21図)貯 蔵 穴 と考 え られ るEP床 面 か ら圷(21-1)完 形 品

が1点 出土 した。 口縁 部 が直 立気 味 に外傾 す るE3類 で 、 内外面 ミガキ を施す 。 時期 は須 恵器

模 倣 の同 中期後 葉～後 期初頭 と推測 され る。

ST504竪 穴住居 跡 出土土器(第21図)床 面 を主 に圷 ・甕 等が 出土 した。圷 類 は21-2がB3

類 で、外 面 口縁 部が横 ナデ後 、横 ミガ キ、体部 がケ ズ リで 、内面が 口縁部 のみ横 ナデ し、そ の

後 口～体 部 まで ミガキ を施す 。他 の圷類 は全 てE類 で 、 口縁 部 が直立気 味 に内傾(21-4)、 直

立(21-3:E2類)、 外 傾(21-5)す る ものが ある。 内外 面 の調 整 は、 内面 は全 て ミガキ を施

す が 、外面 口縁部 は21-3が 横 ナデ 、21-2・4は 横 ミガキで あ る。 外面体 部 もケ ズ リを主 に体

部 上半 にミガキが及 ぶ もの(21-3・4)も あ る。

時期 は圷類 にE類 が主体 を 占め る事 か ら同 中期後 葉～後 期初頭 の時期 が推定 され る。

ST506竪 穴 住居跡 出土 土器(第21図)床 面か ら圷類 が 出土 した 。圷(21-14・15)は 黒色

処 理 され たB類 で 、特 に21-15は 内外面 ミガ キ調整 で黒 色処理 され る。21-14は 外 面 口縁部 が

横 ナデ後 、横 ミガ キ、体 部 がケ ズ リで 、内面 は ミガ キ調整で あ る。

時期 は黒色化 が進 む 同中期 末葉 ～後期 初頭 に至 る段 階 と考 え られ る。

SK505土 坑 出土 土器(第21図)土 坑 の床 面直 上 か ら一括 して圷 や 高圷 が 出土 した。 圷類

(22-8～10)は 全 てA類 で ある。21-9は やや 平 底風 のA2類 で 、 内外 面 ミガキ調 整 で あ る。

21-8・10は 体 部外 面が ケズ リで 、21-8は 口縁 部 を横 ナ デ し、 内面 は両 者 ミガキ を施す 。 高
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出土遺物

圷(21-ll)は 脚部 片で短脚 中実 で丁寧 な ミガキ を施 す。

時期 的 には高圷脚 部の短脚 化か ら同中期 後葉 ～後期 初頭 の一・群 と推 定 され る。

SK509土 坑 出土 土器(第21図)ST504の 貼 床下で検 出された土坑 の床 面 出土 で、壷(21-

13)と 甕(21-12)が 出土 した。21-13は 小型 壷で 、やや肩 の張 る扁 平 な器 形 で内外面 丁寧 な

ミガキ を施す 。21-12は 長胴 形 の甕 で 内外 面ハ ケ メ調 整で全体 に厚 手で あ る。

時期 は長胴形 の甕等 か ら同 中期後 半 と考 え られ る。

SX53落 ち込み 状遺構 出土土 器(第22図)土 器溜 ま り状 の落 ち込 みか ら半完 形 で横位 で甕

(22-3)が1点 出土 した。 口径 約17cmの 体部球 形で 、摩滅 が著 しいが 内外 面ハ ケ メを施す 。

時期 は体 部器形 か ら同 中期 頃 と判 断 され る。

SX73落 ち込 み状遺構 出土 土器(第22図)床 面 か ら圷 ・高圷 が出土 した。圷(22-13・14)

はA2類 で 、22-13は 外 面 口縁 部 が横 ナデ後 に散 発 的 に横 ミガ キ を施 し、外 面体 部や 内面 は ミ

ガキ を施 す。22-14は 外面 全体 にケズ リを施 した後 、横 ミガキ によ りケズ リ痕 を消 してい る。

内面 は ミガ キを施す 。高圷(22-15)は 短脚 の脚 部片 で あるが、脚 部上 半が 中実 化せず 圷部 に

至 るタイ プで あ る。 時期 的 には高 圷脚部等 か ら同 中期 末葉～後 期初頭 と推測 され る。

また 、隣接す るSX74の 床面 か らもF類 の同様 の圷 が 出土 し、近 接 した時期 が推定 され る。

SP71ピ ッ ト出土土器(第22図)覆 土 よ り高 圷(22-12)が 完 形 で出土 した。短 脚 中実 の

脚 部 で 、圷 部 はF類 で圷 部 中位 の 口縁 部 と体 部 の境 に稜 を有 し、 口縁 部 が外 反 す る器 形 で あ

る。 内外 面丁寧 な ミガキ を施す。 時期 は圷部 の形態か ら同中期 末葉 ～後期 初頭 と考 え られ る。

これ はSG7河 川 跡 を切 る方 形状 のSX54落 ち込 み遺 構 か らも破片(22-7～9)で 散 見 され 、

22-4のF類 の圷 も出土す る事 か ら同時期 の所産 と考 え られ る。

SD56溝 跡 出土土 器(第22図)SD7河 川 跡 に併走 す る溝跡 覆土 中か ら圷(22-10)片 が 出

土 した。F類 で摩 滅が著 しいが 内面 ミガキ を施す 。 時期 は器 形 や未黒 色処 理で ある事 か ら同中

期 末葉 ～後期初 頭 と推 測 され る。

2古 墳 時代 の人 骨

SU156土 器 棺墓 に近接 す る5基 の土坑墓 中、SK12・14よ り人骨が 出土 した。不 規則 な人骨

の 出土状 況か ら両者 とも洗 骨後 に埋 め戻 され た状況が看 取 られた。鑑 定 の結果 、長骨 、尺骨 、

指 骨等 が確認 され たが、欠損 が著 し く部位 や性別 、年令 等 は分か らなか った。 また、骨 の状態

か ら火 を受 けた可能 性 も窺 え、炭 素年代 測定 に影 響す る可 能性 も指 摘 され た。SK14で は人骨

に伴 い土 師器 小片が 出土 し、分布 状況や 覆土等 か ら古墳 時代 の土坑 墓 と判 断 した。

SK12土 坑 墓 出土 人骨(第11図)長 軸約60cmの 小判形 の土 坑 の覆土 上層 の下 位 に長 骨、 尺

骨 、指骨 が 出土 した。一部長 骨 の骨端 も認め られ、最 も長 い長 骨で7.5cm、 幅2.5cmを 測 る。 人

骨 に伴 い直径1cm程 の炭化 物 も出土 し、覆土下 層 には骨粒が 僅か に散 見 された 。

SK14土 坑 墓 出土 人骨(第11図)長 軸約80cmの 円形 の土坑 の床 面 に長骨 、 尺骨 、指 骨が 出

土 した。最 も長 い長 骨 で13cm、 幅 は2.5cmを 測 り、原 因不 明 の沈線 が長 軸 に直交 して3～5mm

間隔で縞 状 に認 め られ る。
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第19図 遺 物実測 図(1)
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第20図 遺物実測図(2)
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第21図 遺物実測図(3)
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第22図 遺物実測図(4)
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3中 ～近世 の土器 ・陶磁 器

中～近 世 の遺 物 はA区 の堀 跡 、溝 跡 を中心 に陶磁器 、砥石 、古銭 、石 臼等 が 出土 した。一・部

中世 の遺 物 のみ 出土 す る遺構 もあるが 、大 半が 近世 の遺 物 を伴 うため一括 し、 中～近世 の遺物

として主 な遺構 毎 に産 地や 時期が判 断で き る もの を中心 に列 記す る。

SD11・46堀 跡 出土土 器(第23図)SD11・46は 直交 す る堀 跡 と考 え られ、覆 土 は両 者 と

も上 ・下 層 に大 別 され る。 土師質 土器 の内耳土鍋 、瓦器 の火鉢 、珠洲 系 陶器 の甕 、甕器 系陶器

の播鉢 、国産 陶器 の碗、鉢 、播鉢 、甕 、壷 ・肥 前系磁器 の染 付 の碗等 が 出土 した。特 に床面 ～

下 層 の泥 炭層 で主 に中世 の遺 物が散 見 され、上 層で は 中～近 世 の陶磁 器等 が 出土 した 。

下層 ～床 面資 料 として 土師質 土器 の内耳土 鍋が 、SD46床 面(23-ll)、 下 層 中(23-10)、

SDll下 層 上(23-1)で 確認 され た 。全て 外面 の煤付 着 が著 しく全 体 に薄手 で ある。23-ll

は 口縁部 か ら体 部 の屈曲点 にか けての 内面 に取 手が張 り付 け られ 、下部 の取 り付 け部 は内側 に

へ こみ 、上側 の取 り付 け部 との 間は外側 に張 り出す形態 で あ る。23-10の 口縁部 径 は推 定値 で

25cm程 を測 る。珠洲 系陶器 で はSD46床 面か ら甕(23-14)の 肩部 片が 出土 した。

上 層 か らはSD11を 主 に、 甕 器 系 の米 沢 市 戸 長 里 産 の 太 く幅 広 い卸 し 目が 粗 に入 る播 鉢

(23-9)、 米 沢 市成 島産 の 口径19cm前 後 の寸胴 形 の鉢 、 内外 面灰 粕が 施 され る肥 前 系 陶器 の

碗(23-4)等 が 出土 した 。 他 に産 地 不 明 の 陶器 で 、外 面体 部 下 半 まで 鉄 粕 が 施 され る碗

(23-2)、 内外 面 に緑粕 が施 され る鉢(23-3)、 玉縁 状 の 口縁 で高 台 を除 き 内外 面 に灰 粕 が

施 され 、見込 み 部 に高台 底 面 に 「イセ カ」の墨書 が ある鉢(23-12・25-3)、 土器 で は瓦 質 で

口縁部 に格子 目の ある火鉢(23-6)等 が 出土 した。

時期 的 には土 器組 成等か ら概ね 下層が15～16世 紀代 、上層 が17～19世 紀 中葉 と考 え られ る。

SD50溝 跡 出土土器(第24図)溝 跡 の覆土 上 層よ り土師 質土器 の 内耳土 鍋(25-1～4)片

が 出土 した 。胎土 や 焼成 が 異な るが、24-1・3は 口径推 定値 が 約33cm内 外 を測 る。 全て 外面

の煤 付着 が著 しく、取手 が つ くもの(24-1～3)は23-llと 同様 の形態 で あ る。時期 は内耳

土 鍋 の主体 の16世 紀代 と してお く。

SX51性 格 不 明遺構 出土 土器(第24図)円 形 の落 ち込 み状 の遺 構床 面や 覆土 下位 よ り国産

陶器 の碗 、香 炉、播鉢 、肥 前系磁器 の染 付皿 、椀 等が 出土 した。24-5は 内外面 灰粕 を施 し高

台 を無粕 に作 る肥前 系の 陶器 碗で 、全体 に薄手 で、高 台 は断面角形 に鋭 く削 り、高台 内 を平滑

に仕上 げ る。見 込 み に山水 文 を描 く。

染付 は、高台 付近 を除 く内外 面 に灰 粕 を刷 毛 目で施 す皿(24-6)・ 小皿(24-7)で 、両

者 見込 み を蛇 の 目状 に粕剥 ぎ し、高台 は内反 り状 を呈 す る。24-6は 内面 に折松 葉文 を描 く。

他 に図示 しないが 、内外面 に丸 に菊花氷裂 文 、梅 木文 を描 く碗が 出土 した。

24-8は 産地 不 明の底部 を除 く外鉄粕 を施す 香炉 で、見込 み に焼 成時 の高台痕 跡が残 る。

時期 的 には全体 に新 相で 、染付 の皿形態 や文様 等か ら18～19世 紀 中葉 と推 測 され る。

SX33性 格 不 明遺 構 出土 土器(第24図)覆 土下 層 か ら産 地 不 明 の鉢 、 播鉢 が 出土 した 。

24-9は 口縁端 部 を内方 向 に折 り返 す鉢 で 、内外 面 に緑 粕 を施す 。外 面肩 部 に方形 の張 り出 し

が連続す る と考 え られ る。
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時期 的 には 口縁端 部の形態 等か ら17世 紀 後半 ～18世 紀 中葉 と推定 され る。

SE23井 戸跡 出土 土器(第24図)河 原 石 で 囲 まれ た井戸 跡 の下 部 と判 断 した遺構 の掘 方 を

主 に産地 不 明陶器 の碗、播鉢 、肥 前系磁器 の染 付の碗 、皿等 が 出土 した 。染付 は24-10が 小椀

で、外面 雪輪草 花文 、高台 内 に崩 れた 「大 明年 製」が描 かれ る。皿で は24-llが 花 唐草文 、24-

12は 斜格 子文 が 内面 に描か れ る。24-12の 見込 み は蛇 の 目粕 剥 ぎす る。他 に二重 網 目文 の碗 が

出土 した。

他 に図示 しな いが 、河原 石下か ら産地 不明 の 口縁端 部 を内方 向に折 り返 す播鉢 小片 が出土 し

た。全体 的 な時期 は、一・部古 相 も認め られ るが18～19世 紀 中葉 と推 定 され る。

SD6溝 跡 出土土器(第25図)中 ～近世 の堀跡 を切 る本遺跡 で最 も新 しい遺構 の一 つで 出土

遺 物 も多 い。覆 土 中 よ り近 代 の遺 物 が 出土す るが 、 中～近 世 の遺物 も混在 し、輸 入磁 器 の 青

磁 、肥 前系磁器 の染 付の碗 、皿 、産 地不 明陶器 の碗 、鉢 、播鉢 、徳 利、砥 石、石 臼等 が出土 し

た。特徴 的 な もの を記す。

青磁 は25-2が 輸 入磁器 と推 測 され る碗 で、 内外 面紬 し外 底 を無紬 で残 す高 台で あ る。高台

はやや 低 い断面 四角 形で 、体部 は緩 や か に立 ち上 が る。15～16世 紀 と推測 され る。25-1は 小

椀 で、輸 入磁器 に器 形 を求 め られ な い事 か ら国産 の磁器 と判 断 され 、貫入 が生 じる。

染付 は25-5の 外 面唐草文 、 内面花唐 草文 の皿で 、17世 紀 末葉 ～18世 紀 中葉 で あろ う。

他 に、25-6は 肥 前系 の 白磁 の戸 車 で、使 用 によ りや や扁 平 で、19世 紀 代 と推 測 され る。産

地 不 明の近 世 陶器で は、25-4が 瓦 質 の鉢 で、肥厚 した玉縁 状 の 口縁 で外 面 口縁下 に印花 文 が

施 され る。25-7は 徳 利 で、外面 に鉄粕 が底部 付近 まで施 され、底 部 に 「一 口」の墨書 が ある。

そ の他 の遺構 ・遺構 外 出土 土器(第25・26図)肥 前 系磁器 の染付 で は、25-14がSX64覆

土 中の外 面唐 草 文 、 内面唐 草文 輪 花 の皿 で 、17世 紀 末葉 ～18世 紀 中葉 の所 産 と推 測 され る。

26-1は 厨 子型 板碑 が設 置 され る畦 畔表 土か ら近現 代 の遺物 と共 に出土 した外 面唐 草文 、 内面

雪 持笹竹 文 の皿 で 、蛇の 目凹形高 台 を呈 し、19世 紀代 と考 え られ る。

他 にグ リッ ドか ら26-18は 内耳 土鍋 の底部で 底径 は約18cmを 測 り、16世 紀頃 であ ろ う。26-

3は 朝 鮮 系陶器 の可 能性 の ある碗 で、糸 切 り無粕 の蛇 の 目高台底 部 と見込 み に3ケ 所 の砂 目痕

が あ り、16世 紀 代で あ る。26-2はA区 東 半 の整 地層 中の播鉢 で近 世代で あ ろ う。

4古 銭(第26図)

古銭 は 、永楽通 宝(26-6:初 鋳1408年)、 寛永通 宝(26-4・5:初 鋳1656年)が 出土 した。

5石 製 品(第25・26図)

砥石 が2点 出土 し、1～2面 の研 ぎ面 を持つ 。25-8が 泥 岩製 、26-16が 凝灰 岩製 で ある。

6板 碑(第26図11)

C区 北端 の畦畔上 に東 を向 いて 建 って いた。所 謂 「厨子 型双式 板碑」で 、両側 が欠損 し、角礫

凝 灰岩製 で ある。全長128cm、 幅44cm、 厚 さ48cmで 頭部 に扁 平 な突 出部 を持 つ。

内部 に頭部 山型で額 部が 二条線 の額下碑 面部 を2基 陰刻 され、碑 面 に種子 が 刻 まれ る。種子

は梵 字 で右側 が 弥 陀、 左側 は判 読 不 明で ある。 時期 は14世 紀代 を前後 す る もの と推測 され る

が、畦 畔表土等 の 出土遺物 か ら近 世以降 に移築 され た もの と考 え られた 。
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第23図 遺物実測図(5)
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第24図 遺物実測図(6)

一43一



出土遺物

第25図 遺物実測図(7)
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第26図 遺物実測図(8)
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出土遺物観察表

番挿
号図

番遺
号物 種 別 器 種

計 測 値
底部切離

調 整 技 法
出土位置(層位) 登録番号 図 版 備 考

口径 底径 器高 外 面 内 面

第

19

図

1 土師器 圷 llO 56 ナデ,ミ ガキ ナデ,ミ ガキ SUlY RP76 16-1

2 土師器 圷 136 60 ミガキ ミガキ SUlY RP209 16-2

3 土師器 圷 138 (40) ナデ 刷毛目,ミガキ 刷毛 目,ミ ガキ SU1 RP141 16-4

4 土師器 高圷 188 (56) ミガキ ミガキ SUlF RP100 16-6

5 土師器 壷 122 (89) ナデ 刷毛目,ミガキ ナデ,刷 毛 目 SU1 RP141 16-5

6 土師器 壷 135 (86) ナデ ミガキ,ケズリ ナデ SUlY RP93 16-7

7 土師器 甕 (40) 刷毛目 刷毛目 SU1

8 土師器 壷 66 (24) SUlY上 RP112

9 土師器 甕 68 (28) 刷毛目 SUlY RP74

10 土師器 圷 134 (40) ミガキ ミガキ SU2 RP86 16-3

ll 土師器 高圷 103 (19) ナデ ミガキ SU2F1 16-8

12 須恵器 壷 (38) ロク ロ,ケ ズ リ ロクロ SU2 RP85 16-9 奈良～平安

13 土師器 壷 (54) ミガキ ケズ リ SU3F上 RP190 16-ll

14 土師器 圷 (36) ケズ リ ミガキ SU4Y RP70 16-10

15 土師器 圷 140 (38) ミガキ,ケ ズ リ ミガキ SU5F1 RP13 16-12

第
20

図

1 土師器 壷 60 (146) 刷毛目 刷毛目 SU156 RP156a 17-9 蓋に転用

2 土師器 壷 200 (516) ミガキ ケズ リ SU156 RP156b 17-8 内部赤色顔料出土

第

21

図

1 土師器 圷 126 56 ミガキ ミガキ ST503EK-Y RP540 16-13

2 土師器 圷 122 58 ナデ ミガキ,ケズリ ナデ,ミ ガキ ST504Y RP553 17-1

3 土師器 圷 124 54 ナデ ミガキ,ケズリ ミガキ,刷 毛 目 ST504Y RP550 16-14

4 土師器 圷 ll8 (38) ミガキ ミガキ ST504Y RP556 17-2

5 土師器 圷 (38) ミガキ,ケ ズ リ ミガキ ST504Y 17-3

6 土師器 甕 54 (66) 刷毛 目,ケ ズ リ 刷毛目 ST504Y RP560 17-5

7 土師器 甕 236 (126) ケズ リ ミガキ ST504 RP571 17-6

8 土師器 圷 (28) ナデ,ケ ズ リ ミガキ SK505 RP544 17-4

9 土師器 圷 130 52 ミガキ ミガキ SK505F2 RP541 18-ll

10 土師器 圷 130 (35) ケズ リ ミガキ ST504貼 床 RP558 18-12

ll 土師器 高圷 (52) ミガキ ナデ,ミ ガキ SK505 RP546 18-13

12 土師器 甕 62 (256) ナデ,刷 毛 目 刷毛目 SK509F2 RP585 18-17

13 土師器 壷 (122) ミガキ ミガキ SK509F2 RP584 18-16

14 土師器 圷 140 (56) ナデ ミガキ,ケズリ ミガキ ST506Y RP563 17-7

15 土師器 圷 (32) ミガキ ミガキ ST506Y 18-14
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図

1 土師器 高圷 (46) ミガキ ミガキ SK21F1上 RP198 17-10

2 土師器 甕 (60) SX48F 17-ll

3 土師器 壷 170 (270) 刷毛目 刷毛 目,ミ ガキ SX53Y RP1 17-13

4 土師器 圷 140 (34) ミガキ ミガキ SX54F 17-12

5 土師器 圷 108 (44) ミガキ ミガキ SX54 17-14

6 土師器 圷 (22) ミガキ ミガキ SX54F 17-15

7 土師器 高圷 (34) ミガキ SX54F 17-16

8 土師器 高圷 (30) ミガキ SX54 18-2

9 土師器 高圷 (42) ミガキ ミガキ SX54F 18-1

10 土師器 圷 134 (40) ミガキ SD56 18-3

11 土師器 圷 ll6 SP68F 18-4

12 土師器 高圷 134 88 ミガキ ミガキ SX69Y RP177 18-5

13 土師器 圷 122 52 ナデ,ミ ガキ ミガキ SX73 18-6

14 土師器 圷 128 (48) ミガキ,ケ ズ リ ミガキ SX73Y RP182 18-7

15 土師器 高圷 (38) ミガキ ミガキ SX73 18-8

16 土師器 壷 148 (80) ミガキ,ケ ズ リ ケズ リ SX74Y RP186 18-10

17 土師器 圷 124 (36) ミガキ,ケ ズ リ SX74Y RP185 18-9

18 土師器 圷 108 (38) ミガキ,ケ ズ リ ミガキ B区 南半カベH 18-15

第

1 土師質土器 内耳塙 (52) SDllF1 RP163 19-1 外面煤付着

2 国産陶器 碗 84 (46) 回転糸切 鉄粕 鉄粕 SDllF 19-2

3 国産陶器 鉢 102 (26) 灰粕(暗 緑 色) 灰粕(暗 緑色) SDllF1 RP158 19-3

4 国産陶器 碗 50 (26) 回転糸切 灰粕(淡黄色) 灰粕(淡黄色) SDllF 19-4

5 土師質土器 火鉢 186 (64) 斜格子目線刻 SDllF1 19-5
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6 国産陶器 播鉢 (94) 卸 し目 SDllF1 19-6

7 国産陶器 播鉢 llO (44) 卸 し目 SDllF1 19-7

8 国産陶器 鉢 86 (30) 回転糸切 SDllF 19-8

9 戸長里産陶器 播鉢 (98) 卸 し目 SDllF1 19-9

10 土師質土器 内耳禍 258 (58) SD46F2 19-10 外面煤付着

ll 土師質土器 内耳禍 (98) 取手 SD46 RP2 19-ll 外面煤付着

12 国産陶器 碗 218 (92) 灰粕(灰 色) 灰粕(灰 色) SD46F1 19-12 口縁玉縁

13 国産陶器 鉢 (52) SD46F 19-13

14 須恵器系陶器 甕 (44) 平行タタキ アテ痕 SD46Y RP192 19-14 珠洲系陶器

15 成島産陶器 鉢 138 (132) 鉄粕 鉄粕 SD46 20-1
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図

1 土師質土器 内耳禍 324 (92) 取手 SD50 RP105 20-2 外面煤付着

2 土師質土器 内耳禍 (72) 取手 SD50 20-3 外面煤付着

3 土師質土器 内耳禍 328 (86) 取手 SD50 20-4 外面煤付着

4 土師質土器 内耳禍 (68) SD50 外面煤付着

5 国産陶器 碗 ll8 44 48 灰粕(淡黄色) 灰粕(淡黄色);山水文 SX51Y RP207 20-5

6 肥前系染付 皿 130 40 34 透明粕
透明紬:見 込み
蛇の目粕剥ぎ;
折松葉文

SX51F 20-6

7 肥前系染付 皿 100 38 26 透明粕(白 色)
透 明紬(白 色);
見込 み蛇 の 目粕
剥 ぎ

SX51Y RP164 20-9

8 国産陶器 香炉 78 (36) 鉄粕 SX51Y RP206 20-7 足付

9 国産陶器 鉢 206 (38) 灰粕(暗 緑 色) 灰粕(暗 緑色) SX33 外面:方 形張出し

10 肥前系染付 碗 94 42 54 透明粕:雪 輪草
花文

透明粕 SE23 20-10 高台 内:崩 れ 「大明

年製」銘

ll 肥前系染付 皿 130 28 透明粕 透明粕;花唐草文 SE23 20-ll

12 肥前系染付 皿 136 48 40 透明粕
透明粕;見 込み
蛇の目紬剥ぎ:
斜格子文

SX32 RP55 21-1
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図

1 国産青磁 小碗 82 (28) 青磁粕 青磁紬 SD6 RP61 21-2

2 輸入青磁 碗 120 (18) 青磁粕 青磁紬 SD6F 21-3

3 国産陶器 碗 140 (50) 灰粕(灰 色) 灰粕(灰 色) SD46F1 21-4 高 台 内 「イセ カ」墨

書 。24-12同 一

4 国産陶器 鉢 262 (40) 菊花文 SD6F2 21-5

5 肥前系染付 皿 168 (28) 透明粕;唐 草文 透明粕;花唐草文 SD6 21-9

6 白磁 戸車 34 38 白磁粕 白磁粕 SD6F 21-6 扁平化

7 国産陶器 徳利 20 38 86 鉄粕 鉄粕 SD6 21-8 底部 「一 口」墨書

8 石製品 砥石 ll8 44 SD6F 21-7 摺面一面。泥岩製

9 土師質土器 内耳禍 (64) 取手 SK13F1 RP8 21-10 外面煤付着

10 国産陶器 播鉢 190 (36) 卸 し目 SK22F1 RP12 21-ll

ll 国産陶器 碗 50 (44) 灰粕(淡黄色) 灰粕(淡黄色) SX48 RP146 22-1

12 国産陶器 播鉢 148 (55) 卸 し目 SX48 RP148 21-13

13 国産陶器 播鉢 (58) 鉄粕 SK48

14 肥前系染付 皿 108 62 27 透明粕;唐 草文 透明粕;唐草文輪花 SX64F 22-4

15 国産陶器 鉢 84 (36) 灰粕(暗緑色) 灰粕(暗緑色) SK48 足付

16 石製品 砥石 66 48 A区 南半H 21-14 摺面二面。凝灰岩製

17 国産陶器 碗 46 (50) 灰粕(淡黄色) 灰粕(淡黄色) SK61 RP154 21-12

18 土師質土器 内耳禍 180 (30) H-12 22-2 外面煤付着
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図

1 肥前系染付 皿 140 96 36 透明粕;唐 草文 透明袖 雪持笹竹文 SX501F1 RP504 22-5 蛇の目凹形高台

2 国産陶器 播鉢 (42) 卸 し目 A区 南壁皿(N-15) RP15 22-3 整地層出土

3 朝鮮産陶器 碗 50 (20) 回転糸切 灰粕 灰粕 見込み:砂目 M-11皿 22-6 蛇の目高台砂目

4 銅製品 古銭 36 36 1 A区 南半H 22-9 寛永通宝

5 銅製品 古銭 36 36 1 SP30F1 22-7 寛永通宝

6 銅製品 古銭 36 36 1 SP68 22-8 永楽通宝

7 須恵器 甕 (78) 平行タタキ 同心円アテ SK49F 22-ll

8 須恵器 甕 (98) 平行タタキ 同心円アテ SD50

9 須恵器 高台付圷 (24) ヘ ラ切 ロク ロ ロクロ SD6F1 22-10

10 須恵器 壷 86 (40) ロク ロ ロクロ A区 南半H 22-12

ll 石製品 板碑 128 (ll2) 45 C区 北端1 図版15 角礫凝灰岩
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vrま とめ

本遺跡 は古墳時代の周溝墓、土器棺墓、土坑墓、竪穴住居跡、土坑跡、溝跡、河川跡、中～

近世の堀跡、掘立柱建物跡、井戸跡、溝跡等が検 出される複合遺跡である。以下 に時代毎に遺

構 と遺物 を整理 して まとめとする。

古墳時代では方形状の周溝墓5基 や土器棺墓1基 、土坑墓5基 等の多様な墓制 の墓域 と、竪穴

住居3棟 や土坑2基 等 を主 とした集落跡が確認 された。

周溝墓は、5基(SU1～5・58)以 上が検 出され、主体部や墳丘部は全て既に耕作等 によ り削

平 され、幅1～2mの 方形状 に廻る周溝のみ認め られ る。最 も標高が高く河川跡に隣接す るA区

東半で一辺20m前 後 の大型のSU1・2が 検 出され、その北西側 に一辺約15mの 中型 のSU3・4・5

及び一・辺7rn程 の小型のSU58が ほぼ主軸 を合わせて構築される。周溝墓同士や土器棺墓 に重

複関係(SU1→SU2、SU3→SU2、SU156土 器棺墓→SU58→SU4)が あ り、少な くとも3時

期以上の時間差が認め られ る。形態的にはSU58を 除き、周溝の断面形は緩やかなU字 状 を呈

し、確認面か らの最深部が50cm以 上を測るものもある。また、全体 に周溝の深さは一律 でな く

四隅の一部が非常に浅くなる等の傾向が窺える。周溝か ら古墳時代 中期後葉～後期初頭の土師

器が僅かに出土 し、SU1の み一定量認め られやや古相 の土器群が散見 される。他 にSD9と し

た小溝はSU2・3・5の 南側を東西に走行 し、周溝墓群の区画施設等の役割 も窺えた。

土器棺墓(SU156)と 土坑墓(SK12～15・59)は 、周溝墓群 の外側のA区 北端のにまとまっ

て分布す る。SU156は 土坑 中に大型の土師器壷が埋設 され、口縁部 に中型の壷下半部を再利

用 した蓋 を被せ る。大型壷の内部 には赤色顔料が含まれ、祭祀に関わるものと推測される。

土坑墓群中のSK12・14か らは人骨片が出土 し、出土状況等か ら洗骨後 に埋め戻された様相

が窺えた。直径約80cm前 後の小判形や円形を呈するものが多 く、形態や規模、覆i土等が類似す

る周辺 のSK13・15・59等 も土坑墓 と判断された。土器棺墓 と土坑墓群 ともSU58と の重複関係

や分布状況、出土土器等か ら本墓域の中でも最 も古い一群 と推定され、古墳時代前期頃の所産

と考えられ、大～中型の周溝墓に先行するものと考えられた。

集落跡は、標高が中位の遺跡南半のC区 か ら検出され、限定 された調査 区なが ら長さ3m前

後 の平面形が方形 を呈す る竪穴住居跡が3棟 以上、一括土器が出土する土坑1基 等が検 出され

た。竪穴住居跡は、住居 の主軸が磁北か ら西に傾 く一群(ST503・504)と ほぼ磁北 を向くも

の(ST506)に 分 けられるが、土坑跡(SK505)を 含 め出土遺物か らは古墳時代 中期後葉～

後期初頭のほぼ同時期の遺構群であると推定された。

これ ら遺構分布や変遷 を概括すれば、 「遺跡東の河川(SG7)に 隣接す る微高地 の最 も標高の

高い地区に墓域が占地 され、土器棺墓や土坑墓 に後続 して大～中型の周溝墓が断続的に構築さ

れる。その南側 中位の地区に竪穴住居を主に居住域が形成される」集落構成や変遷が窺 える。

一方 、遺物相では土器棺墓やSU1・3周 溝墓で古墳時代前～ 中期前半の土器群が散見 される

が、全体 に近接する南原遺跡や中里遺跡 と類似 した土師器が主体を占め、県 内で古墳時代中期

後葉の所謂 「南小泉式の後続 ・最 も新 しい時期 に併行する」段階とされている。 しか し、本遺跡
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では南原遺跡ではみ られない次期 に主体のF類 や黒色化等の新相の要素 も認め られ る。南原遺

跡ではTK23～47型 式併行 の須恵器が供伴する事か ら本遺跡の主体は同中期後葉～後期初頭頃

の時期 と捉え られる。 これ らを基 に古墳時代 の主な遺構 の変遷 と年代観 は、1期:SU156・

SK12・14・15・59(同 前期)、H期:SU58・1・3・SD9(中 期 前～ 中葉)、III期SU2・4・5・

ST503～506・SK505・SG7(同 中期後葉～後期初頭)に 比定されよう。

さて、本遺跡の特記事項 として方形状の周溝墓群等が上げられる。同様な遺構 として 「方形

周溝墓」が指摘され、米沢市内の比丘尼平遺跡 ・八幡堂遺跡 ・上浅川遺跡等が確認されている。

比丘尼平遺跡 は本県の方形周溝墓の初見で、約12rn四 方の方形周溝墓が2基 確認され、古墳

時代前期前半頃が推定され、近接 して方形周溝墓に先行するであろう「壷棺墓」が検 出された。

八幡堂遺跡では約llm四 方の方形周溝墓が1基 、約6～8mの ものが4基 検 出され、時期的に

は中期前半頃と考えられている。上浅川遺跡は約16rn四 方の方形周溝墓が検 出され、周溝内の

土器か ら中期後半の土器群が出土する。 これ ら遺跡 を概括すれ ば本遺跡 と同じく平地 に立地

し、概ね方形周溝墓が群をなし、集落域 と隣接する事等があげ られ る。

他方、方形周溝墓の形態を詳 しく見れば、上記遺跡の周溝幅は全体 に狭 く、周溝の断面形が

箱形や逆台形状を呈す る(A類)周 溝形態であるのに対 して本遺跡では小型のSU58が 類似す

る以外、大～中型のSU1～5は 、周溝幅が約2～4.5mと 広 く断面形 も緩やかなU字 状 を呈する

(B類)点 が異な り、SU58→SU4の 重複関係ではB類 がよ り後 出の形態 とも判断でき、方墳

の可能性 も考 えられる。また、方形周溝墓(A類)自 体は県内で米沢盆地以外 の白鷹 町黒藤館

や寒河江市高瀬 山遺跡等で検 出され、両者は平地より一段高 い丘陵や河岸段丘上の平地の集落

跡 と離れて立地 し、古墳時代前期 に限 られる状況である。

これ らを合わせて本地域の墓制 を概観すれ ば、本遺跡 の主体である方形状の周溝墓や所謂

「方形周溝墓」は、集落跡等 と併存する在 り方か ら本地域の在地的な墓制の一つ と考えられ、少

な くとも古墳時代 中期頃までは続 くようである。 これは、本遺跡の南方約2kmに ある同時期

の直径約27mの 八幡塚古墳等の円墳 と共 に、本地域では在地的な墳墓形態 として上記の方形を

基調 とす る一群が、他地域 に比べ残存する様相が窺える。更 にそれ らを統括するものとして本

遺跡 に南西約4krnの 宝領塚古墳の大型の前方後方墳や、約7km北 の県 内最大 の前方後 円墳の

稲荷森古墳の存在等があったと推測 される。

中～近世の遺構 としては、A区 中央～東半 を中心 に堀跡や掘立柱建物跡、井戸跡、溝状を呈

す る性格不明遺構等が確認 された。堀跡(SD11・46)は 、幅約1.5rnで 主軸が磁北か らやや東

に傾 く一辺約50m四 方の方形に廻るものと考えられ、内部には堀跡 と軸を同 じくして、重複関

係 のある3×5間 の大型の掘立柱建物跡(SB600)や1×3間 の小規模な建物跡(SB601)が 確認さ

れた。堀跡 と掘立柱建物跡の間には遺構が希薄で土塁の可能性 も窺えた。他 に大型の建物跡に

近接 して井戸跡群も検 出され、北側の堀跡に隣接 して溝状の性格不明遺構等 も検出された。

全体的には中世に一般的な所謂 「方形居館」と考 えられ、堀跡上下層等の出土遺物か ら15～18

世紀代 の断続的な利用が窺 え、当時の置賜地方 を掌握 した伊達氏～上杉氏を支えた在地勢力の

存在が推測される。また、C区北端では伊達氏以前の14世 紀代の厨子型双式板碑 も確認された。
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第27図 北小屋遺跡遺構変遷図
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種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

墳 墓 跡 古墳時代 周溝墓5 土 師器(圷 ・高圷 ・壷 ・甕) 古墳時代中期を中心とする方
土器棺墓1 形状の周溝墓や土器棺墓を検
土坑墓5 出する。土坑墓か らは人骨片

も出土 した。

集 落 跡 竪穴住居3 土師器(圷 ・高圷 ・壷 ・甕) 墓域の南東部に集落跡を検出

土坑 す る 。

館 跡 中～近世 堀1 中～近世 陶器(碗 ・皿 ・ 約90m四 方 と推定される方形
溝1 鉢 ・徳 利 ・甕 ・播 鉢) 居館堀跡の内部に建物跡を検

井戸5 中～近世磁器(碗 ・皿 ・ 出する。

掘立柱建物2 戸車)
土師質土器(内 耳土塙)

石製品(石 臼 ・砥石)

古銭

(総出土箱数:32)
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北小屋屋敷遺跡の 自然科学分析

パ リノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

北小屋屋敷遺跡(山 形県米沢市窪田町字北小屋屋敷 に所在)は 、最上川 と天王川の合流部付

近、最上川左岸の標高約218m付 近に位置する。神保ほか(1970)に みると、遺跡付近は、最

上川に沿 って 自然堤防が発達 し、その間をぬ うように旧河道が認められている。本遺跡は、 こ

の自然堤防上 に位置する。 これまでの発掘調査 にて、古墳時代とみられる旧河道、古墳時代の

墓坑や周溝を伴 う方墳、中～近世の溝跡、井戸跡群、柱穴などが確認されている。

今回は、年代観に関する情報を得 るため放射性炭素年代測定、旧河道の埋積過程を検討する

ため珪藻分析、遺跡周辺の古植生を検討するため花粉分析 ・植物珪酸体分析 ・樹種同定 ・種実

遺体 同定、土坑墓の遺体埋納について検討するため リン分析、赤色顔料の素材を検討す るため

X線 回折分析をそれぞれ実施する。

1.試 料

土壌 試料 は、河 川跡(SGI7)の 北 トレ ンチ ・南 トレ ンチか ら地 山お よ び覆土 、方 形周 溝墓

(SU1・SU2・SU5)の 周 溝 内覆土 、SU1の 周 溝覆 土 よ り出土 した土器(RP76)内 土壌 、土

坑 墓(SKI2～16、SK59、SK60、SK75)の 覆 土、SU58の 周溝 部で検 出された甕棺(RPI56)

の覆土 内に認 め られた赤 色 物質 を含 む土壌 、合計25点 が採 取 され た。 この他 、SKI2の 覆 土 内

に認 め られた炭 化物 、SKI4の 覆土 か ら出土 した骨片 、井戸 跡 よ り出土 した植物 遺体(木 材 お

よび種実 遺体 が含 まれ る)が 採取 され た。

珪藻分 析 、花 粉分 析、植 物珪酸体 分析 、 リン分析 は、各遺構 か ら採 取 された土 壌試料 を選択

して分 析す る。放 射性炭 素年代 測定 は、SKI2のF層 か ら採取 され た炭化 物、SKI4のF層 よ り

出土 した骨片 、SGI7南 トレンチのF4層 につ いて行 う。 この 内、SKI4のF層 よ り出土 した骨片

につ いて は、当社 として も試 料 の性 格 を知 る意 味で骨 同定 を試 み た。X線 回折分 析 を行 う試料

は、SU58の 甕棺(RPI56)内 覆土 に認 め られ た赤 色物 質 で ある。 また 、井戸 跡 か ら採取 され

た植物遺体 につ いて 樹種 同定 ・種 実遺体 同定 を行 う。 なお 、分析試 料 の詳細 は表1に 示 す。

2.分 析 方法

(1)放 射性炭 素年代 測定

測定 は、株式 会社 加速器 分析研究 所 の協 力 を得た。今 回 は、微量 な試料 が認 め られ るた め、

加 速 器 質 量 分 析 法 で 行 う。 な お 、 δ13Cの 値 は 、 加 速 器 を用 い て 試 料 炭 素 中 の13C濃 度

(13C/12C)を 測定 し、標 準試 料PDB(白 亜紀 のべ レム ナイ ト類 の化 石)の 測定 値 を基 準 と

して、そ れか らのず れ を計算 し、千分偏差(%。:パ ー ミル)で 表 した もので ある。測定 試料 が
「骨」 で あるため

、同定 を試み た。方法 と して は、露 呈 した面 の土 壌 を筆 によ り除去 し、補強

のた め樹 脂(バ イ ンダーNo.18)を 塗 布す る。 肉眼観察 を行 ない、標 本 と比較 して同定す る。

(2)珪 藻分析

試料 を湿重 で7g前 後秤 量 し、過酸化 水素水 、塩酸処 理 、 自然沈 降法 の順 に物 理 ・化 学処理

を施 して、珪藻 化石 を濃集 す る。検 鏡 に適す る濃度 まで希釈 し、 カバー ガ ラス 上 に滴下 ・乾燥

させ る。乾燥後 、 プ リュウ ラックスで封 入 して永 久 プ レパ ラー トを作 製す る。検 鏡 は、光学顕

微 鏡で油 浸600倍 あ るいは1000倍 で行 い、珪 藻殻が 半分以 上残存 す る もの を対 象 に200個 体以 上

同定 ・計数す る。種 の 同定 は原 口ほか(1998)、Krammer(1992)、Krammerand

Lange-Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)な どを参 照す る。

同定結 果 は、海水 生種 、淡 水～汽 水 生種、淡 水生種 の順 に並べ 、そ の中の各種 類 をアル フ ァ

ベ ッ ト順 に並 べた一 覧表で 示す。 なお 、淡 水 生種 はさ らに細 か く生態 区分 し、塩 分 ・水 素イ オ

ン濃度(pH)・ 流水 に対 す る適応 能 につ いて も示 す。 また、環 境指標 種 につ いて はそ の内容 を

示 す。 そ して 、産 出個 体 数100個 体以 上 の試料 につ いて は、 主要 珪藻化 石群 集 の層位 分布 図 を

作 成す る。 また、産 出化 石 が現地性 か異地 性か判 断す る 目安 と して完 形殻 の 出現 率 を求 め る。

堆 積 環 境 の解 析 は 、 淡 水 生 種 に つ い て は 安 藤(1990)、 陸 生 珪 藻 につ い て は 伊 藤 ・堀 内
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(1991)、 汚濁耐性 についてはAsaiandWatanabe(1995)の 環境指標種を参考 とする。

(3)花 粉分析

試料を湿重で約10g秤 量 し、水酸化カリウム処理、箭別、重液分離(臭 化亜鉛,比 重2.3)、

フッ化水素酸処理、アセ トリシス処理(無 水酢酸:濃 硫酸=9:1)の 順 に物理 ・化学的な処

理 を施 して花粉 ・胞子化石 を分離 ・濃集する。処理後の残渣をグリセ リンで封入 してプレパ

ラー トを作製 した後、光学顕微鏡下でプレパ ラー ト全面を走査 し、出現す る全ての種類 につい

て同定 ・計数を行 う。

結果は同定 ・計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の層位分布 図として表示する。図中

の各種類の出現率は木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉 ・シダ類胞子が総数よ り不明花粉を

除いた数 をそれぞれ基数 とした百分率で算出する。なお、図表 中で複数の種類をハイフォン

(一)で 結んだものは種類間の区別が困難な ものを示す。

(4)植 物珪酸体分析

湿重5g前 後の試料 につ いて過酸化水素水 ・塩酸処理、超音波処理(70W,250KHz,1分

間)、 沈定法、重液分離法(ポ リタングステン酸ナ トリウム,比 重2.5)の 順 に物理 ・化学処理

を行い、植物珪酸体を分離 ・濃集する。検鏡 しやすい濃度に希釈 し、カバーガ ラス上に滴下 ・

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入 してプ レパラー トを作製する。400倍 の光学顕

微鏡下で全面を走査 し、その間に出現するイネ科葉部(葉 身と葉鞘)の 葉部短細胞に由来 した

植物珪酸体(以 下、短細胞珪酸体 と呼ぶ)お よび葉身機動細胞 に由来 した植物珪酸体(以 下、

機動細胞珪酸体 と呼ぶ)を 、近藤 ・佐瀬(1986)の 分類に基づいて同定 ・計数す る。

結果は、検出された種類 とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾

向か ら古植生について検討するために、植物珪酸体群集 と珪化組織片の分布 図を作成す る。各

種類の出現率は、短細胞珪酸体 と機動細胞珪酸体の珪酸体毎 に、それぞれの総数 を基数 とする

百分率で求める。

(5)木 材および種実遺体同定

木材は、剃刀の刃を用いて木 口(横 断面)・ 柾 目(放 射断面)・ 板 目(接 線断面)の3断 面の

徒手切片 を作製 し、ガム ・クロラール(抱 水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセ リン,蒸

留水の混合液)で 封入し、プレパ ラー トを作製する。作製 したプレパラー トは、生物顕微鏡で

観察 ・同定する。

種実遺体 は、双眼実体顕微鏡下で種実遺体を観察 し、形態的特徴および現生標本との比較か

ら種類の同定を行 う。同定後の種実遺体等 は、種類毎 にビンに入れ、ホウ酸 ・ホウ砂水溶液で

液浸保存する。

(6)リ ン分析

土壌養分測定法委員会(1981)を 参考 にし、硝酸 ・過塩素酸分解 一バナ ドモ リブデ ン酸比色

法 にて リン酸の測定を行 う。試料を風乾後、軽 く粉砕 して2.00mmの 箭を通過させ る(風 乾細土

試料)。 風乾細土試料 の水分 を加熱減量法(105℃ 、5時 間)に よ り測定す る。風乾細土試料

2.00gを ケルダール分解 フラスコに秤量 し、硝酸約Smρ を加えて加熱分解する。放冷後、過塩

素酸約10meを 加えて再び加熱分解 を行 う。分解終 了後、水で100m2に 定容 してろ過す る。ろ液

の一・定量 を試験管 に採取 し、 リン酸発色液 を加えて分光光度計によ りリン酸(P205)濃 度を

測定する。 この測定値 と加熱減量法で求 めた水分量か ら乾土あた りの リン酸含量(P205mg/

g)を 求める。

(7)X線 回折分析

土塊 に混在す る赤色顔料を抽出し、105℃ で2時 間乾燥させ た試料をメノウ乳鉢で微粉砕 し

た。 この微粉砕試料をアセ トンを用 いてスライ ドグラスに塗布 し、X線 回折測定試料 とした。

作成 したX線 回折測定試料 について以下の条件で測定 を実施す る(足 立,1980;日 本粘土学

会,1987)。 検 出された物質の同定解析は、測定回折線の主要 ピークと回折角度か ら原子面間

隔および相対強度を計算 し、それ に該当する化合物または鉱物をX線 粉末回折線総合解析プロ

グラム(五 十嵐,未 公表)に より検索する。
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装 置:島 津 制 作 所 製XD-3A

Target:Cu(Kα)

Filter:Ni

Voltage:30KVP

Current:30mA

CountFullScale:5,000C/S

TimeConstant:1.Osec

ScanningSpeed:20/min

ChartSpeed:2cm/min

Divergency:1。

RecievingSlit:0.3mm

ScanningRange:3～450

3.結 果

(1)放 射性炭 素年代 測定

結果 を表2に 示す 。測定 の結果(同 位体 補正 年代 値)は 、SKI2の 炭 化物 が300BP、SKI4の

骨 が4320BP、SGI7南 トレンチ のF4層 が1460BPで あ る。た だ し、SKI4の 骨か ら抽 出 された コ

ラーゲ ン と思 われ る断片 の量 は非 常 に少な く、 炭素 量 として0.2mgし か得 られ なか った 。骨そ

の ものの変質 も激 しいた め、測定 した炭 素の 由来 につ いて はよ くわ か らず 、測定 値が骨 の年代

を示 して いない可能性 が ある。

また 、骨 の 同定 につ い て は、破 片 のた め種 は同定 で きな い が、大 き さか ら見 て 中型獣 で あ

る。灰 白色 を呈 した焼骨で あ る。 土壌 に固定 された比 較的大 き い破 片 は、四肢骨 の骨体 の一部

で ある。平 らな面が 露呈 してお り、脛骨 の後面 の可能性 が高 いと考 え られ る。形 態 ・サ イズ か

らは ヒ トの可能 性 も充分 に考 え られ、火 葬人骨 の一部 で ある可能性 もある。 この他、破 片が数

点 あるが、 同一・の骨 の ものか不 明で ある。

(2)珪 藻分析

結果 を表3、 図1に 示 す 。SGI7北 トレ ンチ の地 山か ら採取 され た試 料 は、淡 水性 種 がll個

体 と少 な い。僅 か に検 出され る珪 藻化石 は、保存 状態 が悪 い。

これ に対 して、南 トレンチ で採取 され た3試 料(F1層 ・F3層 ・F4層)か らは産 出す る。 こ

れ らの試料 にお ける珪藻化 石 の完 形殻 の 出現 率 は、F1層 が約40%、F3層 ・F4層 は70%前 後 で

あ る。産 出分類 群数 は、合 計で27属ll5種 類 で ある。

SGI7南 トレンチ にお ける珪 藻化 石群 集 は層位 ご とに異 な る。F4層 は 、淡水 生種 が優 占し、

そ の生態 性(塩 分濃度 、水 素イ オ ン濃度 、流水 に対す る適応 能)の 特 徴 は、貧塩 好塩性 種(小

量の塩分 が ある方 が生育 に適す る種)と 貧塩 不定性 種(小 量 の塩 分 には耐 え られ る種)、pH不

定 性種(pH7.0付 近 の中性水 域 に最 もよ く生 育す る種)、 流水 不定 性種(流 水域 に も止水 域 に

も普通 に生育す る種)と 真+好 流 水性種(流 水域 に最 もよ く生育す る種)が 優 占あ るいは多産

す る。 有 機 汚 濁 の進 ん だ富 栄 養 水 域 や 小 量 の塩 分 を含 む水 域 に好 んで 生 育 す る好 汚濁 生種

(AsaiandWatanabe,1995)のNidzschiaPaleaが 多産 し、 これ に付随 して 同 じよ うな水域 に

生育す る、iVilzschiaobtusavar.scalPellzformis、 真 流水性 で上流 性河川 指標種 群 のGom-

Phonemaszamalorense.好 流水 性 のSzarirellaangusta等 を伴 う。

上流性 河川指 標種群 とは河 川上 流部 の峡谷部 に集 中 して 出現 す る ことか ら上流 部 の環 境 を指

標 す る可 能性 の大 きい とされ る種群 とされて いる(安 藤,1990)。

F3層 で は、貧塩 好塩 性 種 が ほ とん ど産 出 しな くな り、貧塩 不定 性 種 、真+好 アル カ リ性種

(pH7.0以 上 の アルカ リ性性 水域 に最 もよ く生育す る種)、 流 水不 定性 種 と真+好 流 水性 種 が

優 占 あ る い は 多 産 す る 。 種 ご と に み る と 多 産 す る 種 が な く 、 好 流 水 性 のAchnanlhes

convergens、GomPhonemahelveticum、 好流 水性 で 中～下 流性河 川指標 種群 のFragilaria

vaucheriae.Diatomahyemalsvar.mesodon.流 水不定性 のGomPhonemaParvulum、 流水

不 定性 で沼沢湿 地付着 生種群 のEunotiaPeclinalisvar.minor,好 止水 性 のTabellaria

flocculosa、FragilariacaPzacinavar.gracilis等 が産 出す る。

中～下 流性河 川指標 種群 とは、河 川 中～下流 部や河 川沿 いの河岸段 丘 ・扇状地 ・自然堤防 ・

後 背湿地 な どに集 中 して 出現 す る ことか らそ の環 境 を指 標す る ことがで き る種群 とされ る(安

藤,1990)。 また 、沼沢 湿地 付着 生種 群 とは沼 よ りも浅 く水深 が1m前 後 で一・面 に水 生植 物 が

繁茂 して いる沼 沢や更 に水深 の浅 い湿地 で優勢 な 出現 の見 られ る ことか らそ の環 境 を指 標す る
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ことが で きる種 群 とされて い る(安 藤,1990)。

F1層 で は、淡水 生 種 が多産 す るが 、 陸上 の コケや 土壌 表面 な ど多 少 の湿 り気 を保 持 した好

気 的環 境 に耐性 のあ る陸 生珪 藻 も約30%産 出す る。 淡水 性種 の生態 性 の特 徴 は 、貧塩 不 定性

種 、真+好 アル カ リ性 種 、流水不 定性種 が優 占す る。 小量 の塩 分 を含 む水域 の方 が生育 に適す

る淡水 ～汽水 生種 のRhoPalodiagibberula、 流 水指標 種 のGomPhonemasumatorense.

Meridioncirculaevar.constrictum、 流 水不定性 種 の.4mψhoraaffinis、GomψhonemaPar-

vulum、 陸 生珪 藻 の中で も耐乾性 の高 いA群(伊 藤 ・堀 内,1991)のNaviculamulica、

HanlzschiaamPhioxys等 が産 出す る。

(3)花 粉分析

結果 を表4、 図2に 示す 。SGI7南 トレンチF4層 で は 、花 粉化 石 が ほ とん ど検 出 され な い。

検 出され る種類 は、木 本類 のス ギ属、 クマ シデ 属 一アサダ属 、 コナ ラ属 コナ ラ亜 属、 草本類 の

イネ科 、 ヨモギ属 、キ ク亜科 、 ヒカゲ ノカズ ラ属な どの シダ類で あ る。 これ ら僅 か に検 出 され

る化石 も保存状 態が悪 く、外 膜が 溶 けて 薄 くなって いた り、壊 れて いる。

そ の他 の試料 で は、花粉化 石が 比較 的良好 に検 出され る。 そ の花粉 化石群 集 は3試 料 とも類

似 した傾 向 を示 す。

木 本花 粉 で は、単 維 管束 亜属 ・複維 管 束亜 属 を含 む マ ツ属 、ス ギ属 、 クル ミ属 、ハ ン ノキ

属 、 ブナ属 、コナ ラ亜 属が 多産 し、ヤ ナギ属 、クマ シデ属 一アサ ダ属、 ニ レ属 一ケヤ キ属な ど

を伴 う。 また、 北 トレンチ地 山で トネ リコ属 が 、南 トレンチF3層 で トチ ノキ属 が若干 多 い傾

向 にある。

草本花 粉で は、イ ネ科 、カヤ ツ リグサ科 、 ヨモギ属 が多産 し、 ガマ属 、オモ ダカ属 、イボ ク

サ 属 、 ミズ ア オイ属 、 クワ科 、サ ナ エ タデ節 一ウ ナギ ツカ ミ節 、 コオ ホ ネ属 、 ツ リフネ ソウ

属 、キ ク亜科 、 タンポポ亜科 、サ ンシ ョウモ な どを伴 う。

(4)植 物珪酸体 分 析

結果 を表5、 図3に 示す 。各試料 か らは植物 珪酸体 が検 出 され る ものの、保存 状態 が悪 く、

表 面 に多数 の小孔(溶 食痕)が 認 め られ る。 また 、SGI7南 トレンチ のF4層 ・F3層 は 、検 出個

数 が少 な い。
・SU1お よびSU2

SU1北 ベ ル トのF3層 とSU2南 ベル トのF3層 の植 物珪酸 体群 集 は、2試 料 と もクマザサ 属 を

含 む タケ亜科 の産 出が 目立 ち、栽 培植物 のイ ネ属、 ヨシ属 、スス キ属 を含 む ウシ クサ族 、イ チ

ゴ ツナギ亜 科 、 シバ 属が検 出 され る。 た だ し、SU1北 ベル トのF3層 で は、SU2南 ベル トのF3

層 と比較 して 、イ ネ属短細胞 珪酸体 の検 出個数 が多 く、稲籾 殻 に形 成 され る穎珪 酸体や 葉部 に

形 成 され る短細 胞列 もわず か に認 め られ る点で 異な る。
・SGI7

南 トレンチ のF4層 とF3層 で は、F4層 で クマザサ 属 の機動細 胞珪 酸体 、F3層 で タケ亜科 ・ヨ

シ属 ・スス キ属 がわず か に認 め られ る程 度 で ある。 これ に対 して、F1層 で は、植 物 珪酸 体 が

豊 富 に検 出され る。 これ らの 中で は、 ヨ シ属 の産 出が顕 著で あ る。 この他 に検 出 され る種類 と

して は、 タケ亜 科 、スス キ属、イ チ ゴツナギ亜科 が あ るが 、いずれ も低率 で ある。

(5)木 材お よび種 実遺体 同定

木材 は、広葉 樹 のブナ属 とサ カキ に同定 され た。 また、 同一試料 か ら検 出 され た種実 遺体 は

オニ グル ミで あ った。木材 の主 な解 剖学 的特徴 や種実遺 体 の形態 的特 徴 を以下 に記す 。

〈木材 〉
・ブナ属(Fagus)ブ ナ科

散孔材 で 、管 孔 は単独 または放 射方 向に2～3個 が複 合 して散在 し、年輪 界付 近で径 を減ず

る。道管 の分布 密度 は高 い。道管 は単穿孔 を有 し、壁孔 は対 列状～ 階段状 に配列 す る。放射組

織 は 同性 ～異性III型 、単列 、数細胞 高 の ものか ら複合放 射組織 まで あ る。
・サカ キ(CleyerajoPonicaThunbergProParteemend .Sieb.elZucc.)ツ バ キ科サ カキ属

散孔材 で 、小径 の道 管が 単独 または2～3個 が複合 して散在 し、年利 回 に向か って径 を漸減

一4一



させ る 。 道 管 の 分 布 密 度 は 高 い。 道 管 は 階 段 穿 孔 を有 し、 壁 孔 は対 列 ～ 階段 状 に 配 列 す る。 放

射 組 織 は 異 性 、 単 列 、1～20細 胞 高 。

〈 種 実 遺 体 〉
・オ ニ グ ル ミ(luglansmandshzaricaMaxim .szabsp.Sieboldiana(Maxim.)Kilamura)

クル ミ科 ク ル ミ属

未 炭 化 の 核 が 、 半 分 の 状 態 で1個 体 検 出 され た 。 茶 褐 色 な い し灰 褐 色 、広 卵 形 で 、 先 端 部 分

が や や 尖 る。 長 さ34.5mm、 幅29.5mm程 度 。1本 の 明 瞭 な 縦 の 縫 合 線 が あ り、 縫 合 線 に沿 って 半

分 に割 れ て い る 。 表 面 に は縦 方 向 に溝 状 の 浅 い彫 紋 が 走 り、 ごつ ごつ して い る 。 内 部 に は 隔壁

と子 葉 が 入 る2つ の 大 き な 窪 み が あ る。

(6)リ ン分 析

結 果 を表6に 示 す 。 測 定 の 結 果 、SKI4が5.70P205mg/g、SKI5とSU58(RPI56)が1.16～

1.54P205mg/g、 他 の試 料 が1.00P205mg/g以 下 で あ る 。

(7)X線 回折 分 析

赤 色 顔 料 のX線 回 折 図 を 図4に 示 す 。 赤 色 顔 料 と考 え られ る 試 料 に お い て 検 出 さ れ た 鉱 物

は 、 石 英(quartz)、 斜 長 石(plagioclase)、 カ リ長 石(K-feldspars)、 ト リ デ ィ マ イ ト

(tridymite)、 赤 鉄 鉱(hematite)、 緑 泥 石(chlorite)、 雲 母 鉱 物(rnicaminerals)、 沸 石

(zeolite)の8鉱 物 で あ る 。

4.考 察

(1)遺 構の構築年代

SKI2で 出土 した炭化物 は、約300年 前の年代値が得 られた。試料はSKI2の 人骨に伴 うもの

と考えられていることか らSKI2は 、近世初頭頃のものの可能性がある。一方、SKI4で 出土 し

た骨は、約4300年 前の年代値が得 られた。ただし、測定 した炭素の由来が不明瞭であるためこ

と、調査所見か らのSKI2と の関係か らみて、 この年代値が遺構の構築年代 を示 しているとは

言えない。以上のように、今回、土坑墓群 とされる遺構の構築年代 に関す る情報 を得るために

年代測定 を実施 したが、測定試料の適量の問題等か らこれ らの土坑群が同一時期 に構築 された

ものか、またその構築時期 について明瞭 にすることができなかった。今後、測定試料の適量獲

得の上、年代測定資料 を蓄積 し、それ らを統計的に扱 うとともに、考古学的な所見を加えた上

で検討を重ねていきたい。
一・方、河川跡SGI7の 南 トレンチF4層 では、約1460年 前の年代値が得 られた。河道底部付近

か ら採取 されたものであり、後述するように余 り流れの強 くない状況で堆積 したことを考慮す

る と、 この年代値は河川が埋積 し始めた頃を示す と思われ る。 よって、河川跡は、今か ら約

1460年 前の古墳時代以降に埋積が始 まった可能性がある。

(2)河 川跡の埋積過程

河川跡(SGI7)北 トレンチの古墳時代地山(旧 河川覆土)は 、珪藻化石がほとんど少ない

ために堆積環境 について検討す ることが困難である。 これ に対 して、南 トレンチのF4層 ～F1

層か らは、珪藻化石が産出する。 これ らの層準 における珪藻化石群集 は、試料によって種類構

成が異なる。

F4層 では、有機汚濁の進んだ富栄養水域や小量の塩分 を含む水域 に好んで生育す る好汚濁

生種が優 占す る。 これよ り、F4層 が堆積 した頃、河道 内には、水質的に汚濁 してお り、富栄

養の水が存在 していたと思われる。上流性河川指標種群な どの流水性種が検 出されるが、出現

率が低率であることか ら、河川内は流水の影響が強か った とは考えにくい。

F3層 になる と、検出される種類数が増加す るが、特に多産する種が存在せず、流水不定性

種 だけでな く、 中～下流性河川指標種群 を含む流水性種や止水性種 も検 出される。 これよ り

様々な場所の堆積物が流れ込んでいた ことが うかがえ、河川内は滞水することがな く、水が流

れ る状態 になっていたと考え られる。

F1層 は、上流性河川指標種群や 中～下流性河川指標種群を含む流水性種が引き続き検出さ
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れる。ただ し、本層では、陸生珪藻、中でも耐乾性の高い種類の出現率が増加す る。 この こと

か ら、河川内は、埋積が進むにつれて次第 に乾いた状態へ変化 した可能性がある。すなわち、

河川が埋積するにつれて、地下水位が相対的に下が り、それ に伴って乾いた状態 になったので

あろう。

(3)古 墳時代の周辺植生

広域的な植生を反映する木本花粉の産状に注 目してみると、ヤナギ属、クル ミ属、クマシデ

属 一アサダ属、ハンノキ属、ブナ属、コナラ属コナ ラ亜属、ニ レ属 一ケヤキ属など、落葉広葉

樹が多産する。 これ らの種類の中では、ブナ属は冷温帯林の代表的な構成要素である。 した

がって、後背地 には、ブナ属とコナラ亜属を中心とした落葉広葉樹林が広がっていた と推測さ

れる。 このような植生の林床には、現存植生を考慮す ると、恐 らくササ類が生育 していたと想

像 される。またヤナギ属、クルミ属、ハ ンノキ属、クマシデ属 一アサダ属、ニ レ属 一ケヤキ

属、北 トレンチ地 山で多産す る トネ リコ属、南 トレンチF3層 で多 い トチノキ属などの種類は、

渓谷林や河畔林 を形成する種類を含む分類群であることか ら、河道沿いに生育 していたと推定

される。この他 にも、スギ属やマツ属 といった針葉樹 も周辺地域には分布 していた ことが考え

られる。なお、山形盆地における調査例 によれば、完新世になると落葉広葉樹のブナ属 ・コナ

ラ亜属の花粉が多産するが、完新世後半 になるとマツ属 ・スギ属が増加す ることが明らかにさ

れている(松 岡ほか,1984)。 また、米沢城の二の丸堀跡埋積物の調査 を行 った際でも、堀下

部 の埋積物よ りブナ属が多産す る群集組成 とマツ属が優 占する群集が認め られている(パ リ

ノ ・サーヴェイ株式会社,未 公表)。 これ らの ことを考えると、本地域においてブナ属 ・コナ

ラ亜属などを中心 とする落葉広葉樹林は、中 ・近世頃まで続いていた可能性がある。 この点に

ついては、花粉化石群集の消長を明 らか にした上で検討 して いきたい。
一方、草本花粉や植物珪酸体をみる と、河川跡(SGI7)覆 土で水生～湿性植物が特徴的に

検 出され、方形周溝墓(SU1・SU2)周 溝内覆土で、 山地 ・丘陵上や 自然堤防上な ど比較的

乾 いた場所に生育するクマザサ属を含むタケ亜科が多産する。 これよ り、河川沿いあるいはそ

の周辺の湿地部 に、ガマ属、サジオモダカ属、オモダカ属、ヨシ属、イボクサ属、ミズアオイ

属、コオホネ属、サ ンショウモなどが生育 していた と考え られる。 また、方墳が構築された 自

然堤防上な どには、ササ類を含むタケ亜科、ススキ属、イチ ゴツナギ亜科、シバ属な どのイネ

科、カヤツリグサ科、ヨモギ属を初め として、クワ科、サナエタデ節一ウナギツカミ節、キク

亜科、タンポポ亜科などが分布 していた可能性がある。なお、方形周溝墓の周溝覆土か らイネ

属が産出することか ら、周溝が埋積 される過程 においてイネ属植物珪酸体が取 り込まれたと考

え られる。特 に、SU1は 、SU2に 比べてイネ属 の産 出が 目立ち、稲籾殻 に形成される穎珪酸

体や葉部 に形成 される短細胞列 もわずか に認め られる。 これ よ り、SU1の 周溝覆土内にはイ

ネの植物体が混入 していた可能性がある。周溝内に人為的に廃棄された可能性 もあるが、他の

分類群 に比べ僅かであるため、後代の影響も視野に入れてお く。今後、付近におけるイネ属珪

酸体の層位 的 ・平面的な変化、覆土の埋積過程などについて検討 した上で再考 したい。

(4)植 物利用状況

井戸枠試料は広葉樹材のブナ属 とサカキであった。井戸枠の部位や形状等 の詳細は不明であ

るが、 この結果か ら少な くとも2種 類の木材が利用されていた ことがうかがえる。サカキは、

重硬で強度の高い材質を有す る。ブナ属 も比較的重硬で強度が高い。 このことから、強度の高

い木材を選択 した可能性がある。山形県内では、木原遺跡において平安時代 の井戸枠に針葉樹

のスギが認め られた例が あるが(財 団法人山形県埋蔵文化財セ ンター,1994)、 ブナ属やサカ

キが利用 された例は報告されていない。地域、形態、使用者などが木材利用 に反映 している可

能性があるが、詳細は不明である。
一方、木材試料中か ら出土 した種実遺体は、オニグルミであった。オニグル ミは、河道沿い

などに比較的普通に見 られる落葉広葉樹である。核の中の胚乳が生食可能であり、栄養価 も高

い。出土 した核は、半分に割れていることか ら、周辺 に生育 していたオニグルミを食糧 として

利用 した可能性がある。
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(5)遺 体埋納 に関す る検 証

リン酸 が土壌 に普 通 に含 まれ る量、 すな わ ち天然賦 存 量 につ いて は、川 崎 ほか(1991)、 天

野 ほか(1991)、Bowen(1983)、Bolt&Bruggenwert(1980)な どの調査例 が あ り、 これ

らの事 例か ら推定 され る天 然賦存 量 の上限 は約3.OP205mg/g程 度 と考 え られ る(な お 、各調

査 例 の記載 単位 が異 な るた め、 ここではす べてP205mg/gで 統 一 して いる)。 これ らの観 点 で

見 る と、SKI4の リン酸含 量 は、上 記 の天然賦 存 量 の上 限 を上 回 る値 で ある。本 遺構 で は、種

類 を特定 で きなか ったが焼 骨が検 出 され て いる。本遺構 にお ける リン酸含 量 は、そ の影 響が現

れ て いる と考 え られ る。一方 、他 の遺構 は、 いずれ も天然賦存 量 の範 囲内 にある。 これ らの遺

構 にお いて リン酸含 量 を詳細 にみ る と、SKI5とSU58(RPI56)が 約1.2～1.6P205mg/g、 他

の遺構 が1.OP205mg/g以 下 で あ る。前 者 は、 人骨 が 出土 したSKI4と 重 複 関係 にあ る、 ある

い は人骨 が 出土 した とされ る遺構 で ある。そ のため に リン酸含 量が 若干 高か った と思 われ る。

著 しい富 化 が認 め られ な い原 因 として は、 中根(1992)、 中根 ・馬場(1995)、 パ リノ ・サ ー

ヴ ェイ株 式会社(1999)で 認め られ るよ うに同一遺構 内で もリン酸含 量 に差 が あ る ことを考慮

す る と、試料採 取位 置が遺体 埋納 箇所か ら離れ て いた ことに 由来す る可能性 が あ る。そ の他 の

SKI3、SKI6、SK59、SK60、SK75に つ いて は 、 リン酸 含 量が 極 めて 低 い ことか ら、今 回 の

分 析結果 をみるか ぎ り、土 坑 内部 に遺体 が埋納 されて いた痕 跡 を認 め る ことが できな い。

以 上、今 回の結果 をみ るか ぎ り、SKI4を 除 く遺構 につ いて は 、 リン酸 の著 しい富 化 を認 め

る こ とがで きず 、 内部 に遺体 が埋 納 され て いたか不 明で あ り、土坑 墓 と して利用 され ていた か

判 断で きな い。 と ころで 、残留脂 肪酸 の分析 を行 った結果 、 コ レステ ロール とコプ ロスタ ノー

ル の多産 と、ア ラキジ ン酸(C20)・ ベヘ ン酸(C22)・ リグ ノセ リン酸(C24)の 検 出 によっ

て、墓 坑 内の埋 葬 の痕跡 を認 め る こ とがで き る とされて い る(中 野,1993;1995)。 本土 坑 の

用 途 につ いて は、 これ ら脂 肪酸分 析な ど多角 的な調査 を行 った上で 改 めて検 証す る必要 が ある

だ ろ う。

(6)赤 色顔料 の 素材

検 出鉱物 にお いて赤 色 を呈す る鉱物 は 、赤鉄鉱(hematite)が 代表 的で あ る。 したが って、

赤 色顔料 は、いわ ゆるベ ンガ ラ と呼 ばれ る顔料 と推察 され る。なお 、他 の検 出鉱 物 は岩 石や土

壌 に ごく一・般 的 に認 め られ る鉱物 で ある ことか ら、顔料 採取 時 に混 入 した鉱 物 と推定 され る。
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表1分 析試料 の一・覧

採取地点 層位
分析項目

備考14C D P PO WS リン X線
SUl 北ベル ト F2

F3 ●
SU2 北西ベル ト Fl

F2

南ベル ト F2
F3 ●

SU5 西ベル ト F

SUl RP76 土器内覆土
SU58 RPI56 甕棺内覆土 ● ● 赤色物質 ・人骨出土

SKI2 F ● 人骨出土,14Cは 炭化物 を測定
SKI3 F ●
SKI4 F ● ● 人骨出土,14Cは 骨 を測定

SKI5 F ● SKI4と 重 複

SKI6 F ●
SK59 Fl

F2 ●
SK60 F ●
SK75 F ●
SGI7 北 トレンチ Fl

F2

地山 ● ● 古墳時代の地山
南 トレンチ Fl ● ● ●

F2

F3 ● ● ●
F4 ● ● ● ● 14Cは 土壌を測定

井戸枠 ●
凡例)14C:放 射性炭素年代測定(AMS)D:珪 藻分析P:花 粉分析PO:植 物珪酸体分析

WS:樹 種お よび種 実遺体 同定 リン:リ ン分析X線:X線 回折分析

表2放 射性炭素年代測定結果

地点
採取
層位 質 測定重量 測定年代 δ13C(%。)

同位体
補正年代 測定番号

SK12 F層 炭化物 0,199 330±30 一28 .83±1.02 300±30 IAAA-10737

SK14 F層 骨 5,50g 4540±70
一51

.26±1.14 4320±70 IAAA-10738

SGI7南 トレンチ F4層 暗灰色砂中の有機物 447,41g 1500±30
一29

.74±0.93 1460±30 IAAA-10739

注.(1)年 代 値:1,950年 を基 点 と した 値 。

(2)誤 差:標 準 偏 差(ONESIGMA)に 相 当す る 年 代

(3)δ13C:試 料 炭 素 の13C/12C原 子 比 を質 量分 析 器 で測 定 し、標 準 にPDBを 用 いて 同様 に算 出 した 値
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凡 例

H.R

Euh

Ogh-Meh

Ogh-ind

Ogh-hob

Ogh-unk

:塩分濃度に対す る適応性pH:水 素イオン濃度に対す る適応性C.R:流 水 に対する適応性
:海 水生種

:淡 水一汽水生種
:貧塩不定性種

:貧塩嫌塩性種
:貧 塩不明種

al-bi

al-il

ind

ac-il

unk

:真 アル カ リ性種

:好 アル カ リ性種

:pH不 定 性種

:好 酸 性種

:pH不 明種

1-bi

l-ph

ind

r-ph

r-bi

unk

:真 止水性種

:好 止水性種
:流水不定性種

:好 流水性種
:真 流水性種

:流 水不明種

環境 指標 種 群

J上 流性 河 川指 標種,K:中 ～ 下流 性 河川 指標 種L:最 下 流性 河川 指 標種N:湖 沼沼 沢湿 地指 標種,

0沼 沢湿 地 付着 生種P:高 層湿 原指 標 種(以 上 は安 藤,1990)

S好 汚濁 性 種,U:広 域 適応 性種,T:好 清水 性 種(以 上 はAsai,K.&Watanabe,T.,1986)

R:陸 生珪 藻(RA:A群,RB:B群,RI群 、伊 藤 ・堀 内,1991)
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図4赤 色顔料のX線 回折
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附篇 米沢市 北小屋屋敷遺跡の立地環境

阿子島 功

1.米 沢市北小屋屋敷遺跡とその位置

北小屋屋敷遺跡は、米沢市の北端 の窪田町窪田にある。最上川(松 川)を へだてて、その東北

約1kmに 高畠町のJR糠 ノ目駅 がある。 この遺跡 の位置 は、米沢盆地のほぼ中央にあた り、最

上川(松 川)の 左岸(西 岸)の 氾濫原のなかの微高地を占める。北小屋屋敷遺跡は、地割か ら一・辺

約90mの 中世の方形館跡 として遺跡登録 されていたが、平成13年 に県営圃場整備事業にともな

う緊急発掘調査が行われて、古墳時代中後期の方形古墳群、中～近世の館 ・屋敷跡であること

がわか った(山 形県 埋蔵 文化財 セ ンター,2001.7現 地 説 明会 資料)。 発掘 調査 区の広 さは

4700㎡ 、発見 された古墳は5基 である(写 真1)。

2.米 沢市北小屋屋敷遺跡とその周辺の地形

北小屋屋敷遺跡の周辺は、米沢盆地中央部で最上川(松 川)、 鬼面川、天王川などが合流する

ところであ り、それぞれの川 にそ った 自然堤防 とその間の後背湿地 とが交互 に配置 して いる

(図1)。 東側の低地は天王川や和田川の扇状地が終わ って手指状の自然堤防がのびてきている

ところであり、最上川の側刻によって形成された崖は、最上川の東側ではとくに明瞭である。

これは天王川や和田川の扇状地がおわってもしば らくの区間は地表の傾斜があって、 これを最

上川が側方侵食 したためである。一方、最上川の蛇行帯の西側ではこの側刻崖が比高1m程 度

とやや不明瞭ではあるが、南より北へ連なる微高地(館 ・三軒屋 ・上町・宮町 ・共栄の微高地)の

東側を縁 どっている。低地面のこれ らの起伏・高度関係はlm間 隔等高線図(図4)に も、よ く表

われている。

北小屋屋敷遺跡は、最上川西岸の幅約0.5kmほ どの蛇行帯低地のなかの旧河道 に縁 どられた

中州状の微高地上にある。付近の微高地上に古墳や遺物包含地が点在 している(図3の 米沢市

域 に加筆 ●印は古墳時代 ・奈良平安時代遺跡、口中世遺跡である)。
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3.米 沢市北小屋屋敷遺跡付近の微地形と土地利用

(字)北 小屋の微高地を縁取 る旧河道 にそ って黒井堰(黒 井半四郎 の建議で寛政7=1794年 に

完成)、 堀立川、市町境界な どが走っている。図2は 明治31年 測1:50,000地 形 図の土地利用

か ら微高地を塗色 したものであり、図3は 昭和49年 編集1:50,000地 形図の±地利用か ら微高

地 を塗色 したものである。総 じてM31年 図には桑畑が多かったが、S49年 図までに水田に変え

られている部分がある。水田に変 え られた部分の平面形は弧形が多いので、旧河道 の低みに
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そ って水 田へ と転換 され たので あろ う。 この微 高地上 の発掘 区A区 の現況 は水 田で あったが 、

聞 き取 りによれ ば数10年 前 に打 ち込 み井戸(現 存)に たよ って 水 田に転換 した とい う。

4.米 沢市北 小屋 屋敷遺跡 の発掘 区の微 地形 と堆積 土層

A区 の 中央 ～南東 部分(方 形墳1・2・3の 部分)が 最 も高 く、北側 よ り0.5rn程 度 高い。 西へ は緩

く低 くな り発掘 区 の西外 側 では1段 低 い水 路 ・水 田 とな って いる。東 側 のB区 はA区 の最 も高

い部分 よ り0.5mほ ど低 く、そ の 中央 に幅5～10mの 河道 跡が検 出された 。写真6は 発掘 完 了後

に雨水 がた まった状 況で あ り微起伏 が よ く現わ れて い る。

遺構 の地 山層 は 、A区 の最 も高 い部分 では 、厚 さ0.2～0.3rnの(礫 ま じ り)中 粒 砂層 とそ の下

位 の砂 礫 層(層 厚 数10cm以 上、下 限不 明 、礫径 最大 は0.1m)で ある。 上位 の 中粒 砂層 は北側 と

北西側 の低 みにむか って厚 くな って いる。写真2(完 掘状 態)の 明るい(乾 燥 して いる)部 分 は砂

礫 層が浅 く露 出す る部分 、暗 い(湿 った)部 分 は中粒砂 層が厚 い部分 で ある。す なわ ち、 この微

高地 は中州状 の砂礫堆 で あ り、古墳 時代 中後期 に は墓域 とな って いた。

東側 の河 道 の時期 は古 墳 時代 中～後期 で ある。河道 の地 表下 約2mのF4層 の有 機i質の14C年

代 が,約1,460± 年 前 で あった(附 篇.理 化 学分 析 の項)。 旧河道 の黒 くみ え る埋積 層Fl層 は最

大 厚 さ0.3mで ある。珪 藻分 析 によれ ば一2m付 近 は流水 、最 上部 のFl層 は乾 いて きた状 態 で

あ った 。 旧河道 の岸 はFl層 だけが 明瞭で 、F4層 の西側 の立 ち あが りはわか らなか った。

砂礫堆 の頂部 は 、中～近 世 に削 平 ・整地 され て、溝 で 区画 され た館 ・屋敷 内にな った(東 の

区画 はB区 の河 道跡 を含 む ことはな くA・B区 境 界 の農道 ・水路部 分 の精査 が必 要、南 の 区画

は現況 築 山の盛 り土 部分 付近 で あろ うか)。 頂 部 にお け る古 墳時 代 と中近 世 の生活面 に高度差

は ほ とん ど認 め られ ず、現在 まで の堆積 もあま りな い(両 時期 の遺構 確認 面 は同一・水準 で、耕

作 土 の下 限付近 にあ る)。 微地 形 は14C年 代 で約1500年 前 には約2.5mの 比 高が あ ったが 、土器

年 代 の1600-1500年 前 にはす で に起 伏が 小 さ くな って 、現在 の起伏 が ほ とん ど成 立 していた 。
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